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令和２年度の県陵祭は、開祭式と後夜祭が、大体育館からの動画配信で行われました。

令和 3 年度令和 3 年度

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

国
内
で
確
認
さ
れ
て
か
ら
1
年
以
上

が
経
過
し
ま
し
た
。

困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
る
中
、

よ
う
や
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
、

わ
ず
か
な
が
ら
明
る
い
兆
し
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
何
と
し
て
も
早
期
の

収
束
が
待
ち
遠
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
こ
の
1
年

母
校
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
く
、
数
あ

る
話
題
か
ら
少
し
列
記
し
て
み
ま
す
。

国
際
的
な
社
会
課
題
の
解

決
に
向
け
て
取
り
組
む
活
動

や
成
果
を
発
表
す
る
「
全
国

高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
文
部

科
学
省
主
催
）で
、初
め
て
参

加
し
た
ペ
ア（
男
女
）が
1
位

に
次
ぐ
審
査
委
員
長
賞
を
受

け
ま
し
た
。
こ
の
お
二
人
は

今
後
国
際
社
会
で
の
活
動
に

夢
を
膨
ら
ま
せ
て
お
り
ま
す
。

演
劇
部
が
関
東
大
会（
埼
玉

県
）で
最
優
秀
賞
を
受
け
て
、

全
国
大
会（
和
歌
山
県
）初
出

場
を
決
め
ま
し
た
。
創
部
以

来
、
部
員
自
身
も
驚
く
初
の

快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

全
国
2
0
0
0
校
の
中
で
全

国
大
会
に
出
場
で
き
る
の
は
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
12
校
だ
け

の
狭
き
門
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
日
本
新
聞
協
会
主
催
の
「
い

っ
し
ょ
に
読
も
う 

新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
の
感
想
文
募
集
で
優
秀
賞
や
学
校

奨
励
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
国
内
外
の

小・中・高・高
専
か
ら
計
5
万
7
0
0
0

余
点
の
応
募
が
あ
っ
た
中
か
ら
の
受

賞
で
す
。

更
に
卓
球
部
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
の

2
名
の
選
手
が
「
天
皇
杯 

皇
后
杯

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
」
に
初
出

場
で
す
。
な
み
い
る
強
敵
が
ひ
し
め

く
県
予
選
会
を
勝
ち
抜
き
、
全
国
へ

の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。
輝
か
し

い
成
果
に
同
窓
会
と
し
て
も
大
変
誇

ら
し
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

全
国
的
に
暗
い
話
題
が
多
か
っ
た

年
で
し
た
が
、
年
末
に
明
る
い
ニ
ュ

ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
2
0
1
4
年

に
打
ち
上
げ
ら
れ
た「
は
や
ぶ
さ
２
」

の
帰
還
で
す
。
日
本
は
人
類
初
の
無

人
機
に
よ
る
サ
ン
プ
ル
回
収
を
成
功

さ
せ
ま
し
た
。
今
こ
そ
こ
の
快
挙
を

勇
気
と
希
望
の
力
に
変
え
て
、
コ
ロ

ナ
後
を
歩
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

県
陵
創
立
1
0
0
周
年
（
令
和
5

年
）
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
同
窓

会
が
取
り
組
ん
で
い
る
記
念
事
業
が
、

会
員
相
互
の
信
頼
と
協
力
に
よ
り
見

事
達
成
で
き
ま
す
よ
う
、
胸
躍
ら
せ

て
期
待
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。

終
わ
り
に
長
年
同
窓
会
活
動
に
尽

力
さ
れ
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
前

会
長
佐
藤
彦
雄
さ
ん（
高
5
回
卒
）が

4
月
に
、
又
、
副
会
長
若
宮
昭
三
さ

ん（
中
20
回
卒
）が
昨
年
12
月
に
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
母
校
を
こ
よ
な
く

愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
両
先
輩
に
、

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令和3年 一、令和2年度事業報告および決算報告・監査報告
一、令和3年度事業計画および予算審議
一、役員改選
一、その他

議
事

期
日

■ 総会：午後１時30分から
■ 会場：松本勤労者福祉センター　大会議室

松本市中央4丁目
☎35-62866月19日（土）

オンライン

※同封の委任状を提出いただくことで出席に代えさせていただきます。
※「懇親会」はコロナ感染拡大防止のため中止といたしますが、新年会同様
　YouTubeにより放送予定です。同窓会HPより簡単に接続・視聴できます。

同窓会通常総会の開催について

会 同
長 窓

内
雄
月
望
高13回

三
大
精
神
が

育
む
快
挙



卒
業
生
は
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
予
選
が
中
止
等
々
の
中
で
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
負
け
な
い
活
躍

を
見
せ
、
3
月
2
日
に
晴
れ
や
か
に

そ
し
て
見
事
に
卒
業
し
て
行
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
縣
陵
の
活
躍
は
全
て
県
陵

同
窓
会
の
支
援
に
よ
り
「
校
内
無
線

L
A
N
」
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
大

き
く
、
い
ち
早
く
I
C
T
機
器
を
入

学
時
か
ら
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
か
ら

こ
そ
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

改
め
ま
し
て
県
陵
同
窓
会
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
縣
陵
は
県
下
で
も
注
目
さ
れ

る
、
生
徒
た
ち
や
先
生
方
に
と
っ
て

も
魅
力
的
な
、
教
育
活
動
を
展
開
し

て
い
る
高
校
で
す
。
「
探
究
学
習
を

通
じ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
取
り
入

れ
た
最
先
端
の
学
び
」
を
推
進
す
べ

く
、
さ
ら
に
一
歩
先
へ
と
歩
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

創
立
98
年
目
の
縣
陵
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

昨
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

猛
威
を
振
る
う
中
、
縣
陵
の
生
徒
と

職
員
は
、
こ
れ
を
逆
手
に
取
る
大
活

躍
を
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
も
の
と
も
せ
ず
に
主

体
的
探
究
的
に
I
C
T
機
器
を
駆
使

し
、
休
業
中
の
5
月
22
日
に
は
「
オ

ン
ラ
イ
ン
生
徒
総
会
」
、
6
月
に
は

本
校
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
オ
ン

ラ
イ
ン
で
「
第
1
回
長
野
県
生
徒
会

交
流
会
」「
長
野
県
高
校
生
会
議
」を

行
い
、
全
県
の
高
校
生
た
ち
に
「
で

き
る
範
囲
で
文
化
祭
を
や
ろ
う
」
と

い
う
発
信
を
し
て
、
中
止
し
て
い
た

文
化
祭
を
工
夫
し
て
開
催
す
る
原
動

力
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
第
73
回
縣
陵
祭
は
予
定
通

り
6
月
26
日
か
ら
29
日
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
う
こ
と
に
成
功
し
、
そ
の
活

躍
は
全
国
番
組
で
も
と
り
あ
げ
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

先
生
方
も
授
業
動
画
作
り
や
授
業

ア
プ
リ
研
修
会
を
積
極
的
に
行
い
、

県
下
の
高
校
や
中
学
校
を
巻
き
込
ん

で
勉
強
会
を
行
う
な
ど
内
に
閉
じ
る

こ
と
な
く
頑
張
り
ま
し
た
。

正
し
く
『
蒙
求
』
の
「
外
寛
内
明
」

の
言
葉
の
と
お
り
の
実
行
で
し
た
。

松 本 県 ヶ 丘 高 校 同 窓 会 報 第 39 号 〔2〕

令和2年度  部活動等諸大会  結果報告
【全国大会】

□全国選抜大会出場
　〇卓球部　山田莉子　井ノ口侑果
　〇空手道　吉澤皐

□全国高校生英語ディベート大会出場
　〇インターナショナル部

【ブロック大会】

□北信越大会
　〇陸上部　　800m　　　　2位　宮本純伶
　　　　　　　5000m競歩 　6位　加藤杏由夏
　　　　　　　100mH　　　 7位　原知愛
　〇空手道部　男子団体組手
　　　　　　　男子型　　　　2位　吉澤皐
　〇卓球部　　女子団体　　　3位 
　　　　　　　男子シングル　3位　山下知真

□全国競技かるた新潟大会
　〇歌留多部　　　　　　　　3位　花岡美穂（参段昇段）

□高校演劇関東ブロック大会
　〇演劇部　 「最優秀賞」
　　　　　　　来年度全国大会（和歌山）へ出場（初）

挿絵：白虹会  3年　望月 陽菜

縣
陵
98

「
縣
陵
は
コ
ロ
ナ
を
逆
手
に

                            

大
活
躍
」

学
校
長

　杉
村

　修
一

令和 3年 5月 15 日

【県大会】特に顕著なもの

□選手権県大会
　〇サッカー部　ベスト16　
　〇卓球部　　　シングル　　3位　山田莉子

□長野県高等学校新人大会
　〇卓球部　　女子団体　　　1位　初優勝
　　　　　　　男子団体　　　3位
　〇ソフトテニス部
　　　　　　　男子個人　　　3位　大鷹颯矢・大鹿新太
　　　　　　　女子団体ベスト８
　〇なぎなた　　　　　　　　2位　柳本凜華
　〇空手道部　男子団体組手　3位
　　　　　　　男子個人形　　2位　吉澤皐
　〇陸上部　　100m　　　　1位　原知愛
　　　　　　　5000m競歩　 1位　加藤杏由夏
　　　　　　　800m　　　　1位　宮本純伶
　　　　　　　100mH　　　 2位　原知愛
　〇硬式テニス部
　　　　　　　シングル ベスト16　世良真悠子
　　　　　　　ダブルス ベスト8  　世良真悠子・柳澤柚希
　〇男子バスケットボール部　ベスト16

□長野県高校演劇大会
　〇演劇部　　　　　　　　　2位

□長野県英語ディベート大会
　〇インターナショナル部　総合2位
　　　　　　　　　　　　　／ベストディベーター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2位　後藤百華
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4位　松村和楽

□長野県新人かるた大会
　〇歌留多部　　　　　　団体4位

□中部日本重奏コンテスト長野県大会
　〇吹奏楽部　木管二重奏　  金賞

白虹会
2年　梨本 紗菜

挿絵：白虹会  3年　西澤 希美果
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進
路
指
導
関
係
報
告

進
路
指
導
主
事

塩
原

　浩

※最終版はHPをご覧ください

公
立
大
学
二
次
試
験
ま
で
の
約
1
ヵ

月
間
、
後
期
特
別
編
成
授
業
を
行
う

ほ
か
、
生
徒
の
受
験
校
に
合
わ
せ
て

個
別
の
添
削
・
面
接
練
習
な
ど
を
場

合
に
よ
っ
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
を

取
り
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。

進
路
状
況

今
年
度
は
英
語
科
に
代
わ
り
探
究

科
一
期
生
が
卒
業
し
ま
し
た
が
、
普

通
科
・
探
究
科
と
も
に
現
役
生
全
体

が
よ
く
頑
張
り
国
公
立
大
学
合
格
者

は
大
幅
に
増
加
し
1
4
0
名
を
超
え

ま
し
た
。
そ
の
た
め
浪
人
生
が
例
年

に
比
べ
て
約
30
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
過
年
度
生
は
90
数
名
の
う

ち
、
国
公
立
大
学
と
私
立
大
学
へ
約

半
数
ず
つ
が
進
学
し
ま
し
た
。

国
公
立
大
学

国
公
立
大
学
合
格
者
は
、
例
年
同

様
に
地
元
信
州
大
学
が
最
も
多
く
、

今
年
も
全
国
で
最
も
多
い
58
名（
現
役

生
45
名
）が
合
格
し
ま
し
た
。そ
の
中

で
近
年
な
か
な
か
合
格
で
き
な
か
っ

た
医
学
部
医
学
科
に
も
2
名
（
探
究

科
現
役
生
１
名
）
が
合
格
し
ま
し
た

こ
と
は
、
在
校
生
に
と
り
ま
し
て
も

大
い
に
励
み
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
旧
帝
大
に
は
名
古
屋
4
名

（
す
べ
て
現
役
生
）、北
海
道
3
名
、東

北
2
名
、大
阪
1
名
が
、そ
の
ほ
か
筑

波
5
名
、神
戸
2
名（
と
も
に
す
べ
て

現
役
生
）、
薬
学
部
に
も
富
山（
現
役

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」の

全
国
の
状
況
と
本
校
生
の
様
子

昨
年
度
ま
で
約
30
年
間
実
施
さ
れ

て
き
ま
し
た「
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
」に
代
わ
り
、
今
年
か
ら
は
新
た
に

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
当
初
予
定
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
国
語
と
数
学
の
記
述
問
題
は

結
局
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、

各
教
科
と
も
に
こ
れ
ま
で
の
セ
ン
タ

ー
試
験
と
比
較
し
て
思
考
力
・
判
断

力
を
問
う
形
式
が
増
加
し
、
解
答
に

要
す
る
時
間
が
多
く
か
か
る
内
容
と

な
り
ま
し
た
。
初
年
度
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
難
易
度
は
当
初
予
想
さ
れ

て
い
た
も
の
よ
り
も
全
体
的
に
平
易

で
、
全
国
の
平
均
点
は
ほ
ぼ
昨
年
と

同
様
で
し
た
。
本
校
で
も
日
々
の
授

業
や
定
期
考
査
だ
け
で
な
く
、
共
通

テ
ス
ト
対
策
の
模
試
の
受
験
や
12
月

か
ら
の
特
別
編
成
授
業
等
に
お
き
ま

し
て
対
応
策
を
と
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
本
校
現
役
生
は
専
門
学

校
進
学
者
等
を
除
く
ほ
ぼ
全
員
が
受

験
し
ま
し
た
が
、
昨
年
と
比
較
し
て

英
語
を
は
じ
め
全
体
的
に
高
得
点
者

が
増
加
し
、
特
に
文
系
の
平
均
点
は

近
年
の
中
で
は
最
も
高
い
も
の
で
し

た
。
自
己
採
点
の
翌
日
か
ら
は
、
国

日
頃
よ
り
同
窓
会
並
び
に
同
窓
生

の
皆
様
か
ら
は
、
物
心
両
面
に
わ
た

り
厚
い
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
2
月
末
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
は

生
徒
の
学
習
環
境
に
も
大
き
な
影
響

を
も
た
ら
し
、
3
月
か
ら
5
月
下
旬

ま
で
実
質
上
自
宅
学
習
と
な
り
ま
し

た
。
高
校
で
は
こ
の
状
況
に
対
応
す

る
た
め
に
、
4
月
上
旬
よ
り
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
を
各
学
年
や
教
科
で
実
施

し
、
学
習
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
べ
く

取
り
組
み
、
夏
季
休
業
ま
で
に
は
お

お
よ
そ
例
年
並
み
の
進
度
を
回
復
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

例
年
多
く
の
生
徒
が
自
習
室
と
し

て
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
陵
友
館
に
つ
き
ま
し
て
も
、
学
校

再
開
ま
で
は
使
用
禁
止
と
し
、
6
月

以
降
も
座
席
の
間
隔
を
空
け
て
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
度

に
引
き
続
い
て
土
日
、
祝
日
も
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
は
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と

と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

以
下
に
、
今
春
の
進
路
状
況
に
つ

い
て
概
況
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

生
）、広
島
に
合
格
者
が
あ
り
ま
し
た
。

私
立
大
学

私
立
大
学
は
、
こ
こ
数
年
入
学
定

員
の
厳
格
化
の
た
め
厳
し
い
入
試
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
落

ち
着
き
を
み
せ
た
こ
と
も
あ
り
、
早

慶
は
や
や
苦
戦
し
た
も
の
の
、
中
央

（
法
学
部
法
律
学
科
に
は
5
名
）・
東

洋
・
日
本
・
立
命
館
な
ど
で
多
く
の

合
格
者
が
あ
り
ま
し
た
。

短
期
大
学
・
専
門
学
校
・
就
職

短
大
・
専
修
学
校
へ
の
進
学
者
は

お
お
よ
そ
例
年
並
み
で
、
就
職
は
長

野
県
警
に
1
名
内
定
し
ま
し
た
。

表Ⅰ　令和3年卒業生の進路〔進路先〕
大学〔短大〕進学

男子

合計

卒年
現役生
過年度生
合計

表Ⅱ　国公立大学合格者数の推移〔延数〕

表Ⅲ　私立大学合格者数の推移〔延数〕

表Ⅳ　短期大学現役合格者数の推移〔延数〕

専
門
学
校

外
国
大
学

就
　
　職

浪
　
　人

そ
の
他

合
　
　計

国
公
立

私
　立

国
公
短

私
立
短

卒年
現役生
過年度生
合計

卒年
国公立
私立
合計

2

2

2

108
43
151

299
282
581

0
3
3

27 28 29
98
46
144

106
50
156

101
33
134

30
128
54
182

31
102
33
135

27 28 29
292
197
489

342
180
522

321
171
492

30
307
213
520

31
256
207
463

27 28 29
5
9
14

5
2
7

2
3
5

30
1
2
3

31
0
5
5

女子

6

75

137
233

40

96
2

0

0

1

2

2 0

1

0

1

41

68

0

0

159

311

62 56 0 1 4 1 1 27 0 152

令和3年3月
卒業生・過年度生の進路状況

及び
過去７年間の

国公立・私立・短期大学の
合格者の推移

表Ⅴ　大学・短大別合格者数 （　）は現役で内数 （4/7までの判明分）

（1）
（1）

（1）
（5）
（3）
（7）
（3）

（1）
（1）
（1）
（1）
（3）
（7）
（6）
（1）
（4）
（45）
（4）
（2）
（4）
（1）
（1）

(2)

(1)

(1)
(1)

(3)
(2)
(4)
(1)
(1)
(1)
(3)
(2)
(3)
(11)
(1)
(2)
(1)
(1)

計
3
1
2
1
5
5
8
4
1
1
1
1
1
6
10
8
1
9
58
4
2
4
1
1
1
2
1
1
1
2
1
1
3
2
4
2
1
1
5
2
3
11
1
2
1
1
1
1

国公立大学名
北海道
岩手
東北
福島
筑波
群馬
埼玉
千葉
東京外国語
東京海洋
東京学芸
横浜国立
上越教育
新潟
富山
金沢
福井
山梨
信州
静岡
愛知教育
名古屋
岐阜
三重
大阪
神戸
鳥取
岡山
広島
高知
鹿児島
群馬県立女子
高崎経済
東京都立
横浜市立
新潟県立
石川県立
福井県立
都留文科
長野
長野県看護
長野県立
公立諏訪東京理科
山梨県立
静岡文化芸術
愛知県立
神戸市外国語
兵庫県立

（1）
（1）
（5）
（3）
（1）
（2）
（1）
（2）
（1）
（3）
（1）
（5）
（1）
（5）

（6）

（6）
（3）
（2）
（1）
（1）
（2）
（1）
（3）
（2）
（1）
（2）
（2）
（2）
（1）
（1）
（1）
（1）
（1）
（5）
（2）
（2）
（22）

（4）
（3）
（1）
（2）
（3）

（4）
（2）

計
1
1
10
4
1
5
1
6
1
4
2
23
1
12
1
6
1
3
6
3
3
2
15
3
1
10
2
11
2
2
2
1
1
1
3
4
17
2
2
35
1
2
6
3
2
2
8
5
6
3

私立大学名
東北公益文科
自治医科(看)
国際医療福祉
城西
城西国際
獨協
埼玉医科(保)
文教
群馬医療福祉
高崎健康福祉
神田外語
千葉工業
東京国際
青山学院
大妻女子
桜美林
嘉悦
学習院
北里
共立女子
杏林
慶應義塾
工学院
國學院
国士舘
駒澤
実践女子
芝浦工業
順天堂
上智
昭和
昭和音楽
昭和女子
昭和薬科
成蹊
成城
専修
大正
大東文化
中央
津田塾
帝京
東海
東京家政
東京女子
東京造形
東京都市
東京電機
東京農業
東京薬科

（1）
（4）
（18）

（13）
（9）
（2）
（6）
（2）
（8）
（3）
（2）

（3）
（1）
（1）
（11）
（2）
（1）

（2）
（1）
（1）
（2）
（1）
（3）
（1）
（8）
（1）
（1）
（1）
（3）
（2）
（8）

（3）
（2）
（8）
（3）
（1）
（1）
（12）
（2）

（1）
（3）

（1）

計
8
4
39
1
1
29
17
2
8
2
11
5
3
1
8
2
2
19
2
1
2
2
1
1
2
1
3
1
10
1
6
1
3
2
12
1
3
2
8
3
1
1
17
2
1
1
3
2
2
2

私立大学名
東京理科
東邦
東洋
東洋英和
東洋学園
日本
法政
武蔵
武蔵野
武蔵野美術
明治
明治学院
明治薬科
目白
立教
早稲田
麻布
神奈川
関東学院
産業能率
清泉女子
帝京科学
フｴリス女学院
横浜薬科
新潟医療福祉
新潟工科
新潟薬科
金沢学院
金沢工業
金沢星稜
山梨学院
佐久
清泉女学院
長野保健医療
松本
常葉
岐阜医療科学
愛知
愛知学院
愛知淑徳
金城学院
椙山女学園
中京
中部
東海学園
豊田工業
名古屋外国語
名古屋学院
南山
日本福祉

（1）
（7）
（1）
（2）

（2）
（2）
（1）
（16）
（6）
（1）
（1）
（3）
（8）
（4）
（2）

（1）

計
1
12
1
2
1
2
3
1
41
12
1
1
12
11
4
2
1
1
2

私立大学名
藤田医科（保健）
名城
京都外語
京都産業
京都女子
京都橘
同志社
佛教
立命館
龍谷
大阪芸術
大阪歯科
関西
近畿
摂南
梅花女子
神戸女学院
岡山理科
崇城

短期大学名
松本大学松商短期
日本大学短期
大月
國學院栃木
平成医療短期

（1）
（1）

計
1
1
1
1
1

表Ⅵ
専門学校進学・就職者数
（　）は現役で内数 （4/7までの判明分）
専門学校名
日本聴能言語福祉学院
アミューズメントメデイア
レコールバンタン
東京ホテルウエデイング
ＨＡＬ東京
エプソン情報科学

第 39 号

3

3

3

144
45
189

338
284
622

0
2
2

大学校名
防衛大学校
国立波方海上技術

海外教育機関名
サンシャインコースト大学

就職先
長野県警

（1）
（1）
（1）
（1）
（2）

計
1
1
1
1
2
1

（1）
計
2
1

（1）
計
1

（1）
計
1
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縣
陵
ナ
ウ
!

3年
加藤 夢魚

3年
望月 陽菜

2年 
遠藤 ちひろ

3年
髙橋 優佳 2年

青木 柚奈

2年
吉田 萌々花

3年
西澤 希美果

2年
小林 瑠奈

2年
小松 叶羽

2
0
1
9
年
12
月
に
中
国
で
発
生

し
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
瞬
く
間
に

世
界
中
で
流
行
し
、
そ
の
影
響
は
様
々

な
場
面
に
及
び
、
従
来
の
社
会
を
見

つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
縣
陵
祭
も
ま
た
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
73
回
縣
陵
祭
は
当
初
通
常
開
催

を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
国
内
で

の
感
染
拡
大
に
伴
う
約
3
ヶ
月
間
も

の
休
校
期
間
中
、
生
徒
会
役
員
で
幾

度
と
な
く
話
し
合
い
を
重
ね
「
感
染

リ
ス
ク
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
す
る
」

と
い
う
方
針
の
も
と
全
国
に
先
駆
け

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
縣
陵
祭
は
電
子
黒
板
や

iPad

な
ど
の
I
C
T
機
器
やYouTube

配
信
な
ど
を
活
用
し
、
1
日
目
前
夜

祭
、
2
日
目
一
般
の
方
向
け
の
配
信
、

3
日
目
縣
陵
生
向
け
の
配
信
、
4
日

目
閉
祭
式
、
と
い
う
日
程
で
実
施
し

ま
し
た
。

ま
た
、
売
店
の
代
替
案
と
し
て
地

元
の
飲
食
店
の
商
品
を
希
望
者
に
販

売
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
縣
陵
祭
に
は
「
地
域

と
の
関
係
が
希
薄
」
「
校
舎
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
が
な
く
、
誰
も
が
楽
し

め
な
い
」
と
い
う
問
題
が
あ
る
と
個

人
的
に
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
今
回
初
め
て
イ
レ
ギ
ュ
ラ

ー
な
方
法
で
開
催
し
た
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
お
店
と
新
た
な
関
係
が
築
け

た
り
、
会
場
に
来
れ
な
い
方
に
も
発

表
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き
、
通

常
の
方
法
で
は
見
え
な
か
っ
た
問
題

解
決
の
新
た
な
糸
口
を
見
つ
け
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
に
あ
た
り

実
質
的
な
開
催
時
間
の
縮
小
や
、
実

行
で
き
な
か
っ
た
企
画
も
多
か
っ
た

た
め
マ
イ
ナ
ス
面
ば
か
り
が
大
き
く

見
え
ま
す
が
、
運
営
に
関
し
て
は
例

年
よ
り
も
得
る
も
の
が
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
縣
陵
祭
の
開
催
に

あ
た
り
、
卒
業
生
の
方
々
か
ら
た
く

さ
ん
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
縣
陵

祭
が
縣
陵
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を

持
つ
こ
と
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
文
化
祭
は

全
国
的
に
も
注
目
度
が
高
く
、
内
外

で
様
々
な
意
見
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
が
、
率
先
し
て
I
C
T
を
活
用
す

る
こ
と
で
新
し
い
文
化
祭
の
あ
り
方

を
提
示
で
き
た
こ
と
に
価
値
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

来
年
以
降
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン

の
利
点
を
活
か
し
、
よ
り
多
く
の
方

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
縣
陵
祭
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

～7.3秒間のHigh～
第73回縣陵祭準備実行委員長

3年　松岡大輝

第73回 縣陵祭

白虹会
2年　吉野 藍

背景画：白虹会
2年　小松 叶羽
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磯部整骨院

〒390-0874  松本市大手4-8-13
TEL（0263）32 -0342
FAX（0263）32 -0767

磯部栄二（高10回）

第 39 号同
窓
会
支
部
便
り

過
日
民
放
で
、
東
大
出
の
優
秀
な
学

生
が
最
近
官
僚
等
へ
の
志
望
が
減
り
起

業
家
志
望
に
。
下
積
み
な
勤
務
は
結
構

だ
と
。
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ウ
で
や
り
易
い

と
の
話
だ
が
、
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
開

発
や
原
子
力
の
廃
炉
対
策
な
ど
大
き
な

課
題
等
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

わ
が
校
は
、
こ
こ
特
色
あ
る
科
目
の

授
業
で
、
特
に
女
子
生
徒
が
活
躍
し
て

い
ま
す
が
、
後
輩
は
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ウ

な
ど
全
く
考
え
な
い
と
思
う
。
広
く
社

会
の
一
人
と
し
て
頑
張
る
姿
が
同
窓
生

を
元
気
づ
け
る
も
の
だ
け
れ
ど
、
情
報

発
信
の
ホ
ン
の
一
部
か
な
？
と
思
う
。

し
だ
れ
栗
と
白
く
な
い
白
樺
の
苗
木

を
歩
い
て
学
校
迄
運
ん
だ
の
も
は
る
か

昔
、
1
5
0
名
居
た
中
学
も
、
今
わ
ず

か
20
数
名
だ
が
、
毎
年
1
〜
3
名
が
入

学
し
て
い
る
こ
と
は
、
嬉
し
い
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
禍
で
な
く
て
も
支
部
同
窓
会

を
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
状
態
で
す
が
、

両
小
野
支
部
を
代
表
し
て
支
部
報
告
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

諸
先
輩
の
活
躍
ぶ
り
を
反
映
し
た
立

派
な
校
旗
が
あ
り
、
総
会
や
葬
儀
に
飾

る
の
で
す
が
、
今
年
度
は
総
会
を
？
や

ら
ず
に
延
期
の
予
定
で
す
。
毎
年
（
他

支
部
と
違
い
）
両
小
野
出
身
の
卒
業
生

を
会
員
と
し
て
、
前
年
に
頂
い
た
返
信

記
事
と
、
会
計
報
告
等
や
、
会
費
千
円

の
振
込
用
紙
と
総
会
の
出
欠
、
近
況
等

を
書
い
て
頂
く
返
信
ハ
ガ
キ
を
同
封
し

て
会
員
に
送
付
し
て
き
ま
し
た
。
総
会

は
決
ま
っ
て
地
元
の
タ
イ
ガ
ー
食
堂
で

し
た
。
過
去
学
校
長
と
同
窓
会
長
を
お

呼
び
し
て
の
総
会
も
、
最
近
は
ほ
ぼ
役

員
だ
け
の
少
人
数
で
会
場
も
変
え
て
い

ま
す
。
昔
と
変
わ
ら
な
い
の
は
恐
ら
く
、

飲
む
酒
の
量
で
ビ
ッ
ク
リ
す
る
程
で
す
。

以
前
は
講
演
会
を
行
い
、
総
会
、
懇

親
会
で
し
た
が
、
講
演
を
出
席
者
の
近

況
報
告
に
、
ま
た
物
故
者
の
法
要
も
止

め
ま
し
た
。
活
動
の
な
い
支
部
と
い
う

こ
と
で
、「
校
訓
」に
反
す
る
け
れ
ど
も
、

支
部
は
解
散
し
本
部
の
み
で
ど
う
か
と

事
務
局
は
、
考
え
て
い
ま
す
。

両
小
野
支
部

高
　
回

　米
山 

秀
比
古

事
務
局

20

三
郷
支
部

高
　
回

　丸
山 

金
治

三
郷
支
部
長6

白虹会
2年　及川 晃行

っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
支
部
総
会
で
は
、
建

築
家
と
し
て
古
民
家
再
生
の
第
一
人
者

と
し
て
ご
活
躍
の
降
幡
廣
信
様
か
ら
、

支
部
長
の
立
場
を
離
れ
て
同
年
国
際
的

な
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
銀

賞
受
賞
に
輝
い
た
い
き
さ
つ
や
、
数
々

の
実
績
の
中
か
ら
古
民
家
再
生
の
現
状

を
お
話
い
た
だ
き
、
ま
た
昭
和
4
年
4

月
に
制
定
さ
れ
た
県
陵
校
歌
に
つ
い
て

の
作
成
依
頼
の
経
緯
や
、
作
詞
者
・
高

野
辰
之
と
作
曲
者
・
信
時
潔
の
略
歴
と

当
時
の
校
歌
に
寄
せ
ら
れ
た
想
い
な
ど

の
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
の

小
松
武
平
校
長
に
送
っ
た
信
時
潔
の
五

線
譜
の
写
し
な
ど
貴
重
な
資
料
を
拝
見

い
た
し
ま
し
た
。

県
陵
三
郷
支
部
の
発
祥
は
、
二
中
第

1
回
〜
第
3
回
卒
業
の
先
輩
達
が
談
笑

と
交
流
を
兼
ね
た
「
あ
が
た
会
」
と
し

て
発
足
し
た
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
人
の

考
え
方
や
思
い
は
少
し
づ
つ
変
化
し
て

い
ま
す
が
、
地
域
で
の
友
情
と
絆
が
一

層
深
ま
る
こ
と
を
願
い
会
を
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　    

　  

（
前
事
務
局
　
記
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

一
向
に
収
束
が
見
ら
れ
ず
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

当
支
部
の
総
会
も
感
染
症
拡
大
を
防

ぎ
会
員
の
皆
様
の
安
全
を
考
え
、
昨
年

は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
元
年
に
は
、
今
ま
で
ご
指
導
い

た
だ
い
た
降
幡
廣
信
支
部
長
が
ご
退
任

に
な
り
、
新
た
に
丸
山
金
治
氏
（
高
6

回
）
が
支
部
長
・
副
支
部
長
に
千
国
温

氏
（
高
9
回
）
・
事
務
局
長
に
松
村
浄

氏
（
高
15
回
）
が
選
任
さ
れ
後
任
を
お

願
い
す
る

こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

経
験
豊
富

な
方
々
で

す
の
で
、

本
会
は
じ

め
近
隣
支

部
の
ご
指

導
・
ご
協

力
を
い
た

だ
き
な
が

ら
更
な
る

発
展
を
願

県陵同窓会三郷支部総会　於 ファインビュー室山　令和元年11月18日

県陵税理士会
会長  百瀬征男（高16回）

関東信越税理士会  松本支部所属
会長以下 29 名

発足以来 32 年、毎年 8月定期総
会、研修・親睦に団結力は堅く、
研鑽に励んでいます。

創業明治43年

〒399-0005　松本市野溝木工 1‒6‒34
TEL.0263‒25‒5600 FAX.0263‒25‒3890

E-mail ： asakawa-p@po.mcci.or.jp

伝える、伝わる。あなたの想いを届けるパートナー。

淺川雅史（高11回）
淺川貴央（高41回）
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に
一
流
と
三
流
が
あ
り
、
演
歌
の
中

に
一
流
と
三
流
が
あ
る
の
だ
。

東
京
か
ら
松
本
に
戻
っ
て
一
番
大

変
な
の
が
、
私
が
扱
っ
て
い
る
音
楽

が
信
州
、
特
に
中
信
地
区
に
お
い
て

全
く
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
知
ら
れ
て

い
な
い
と
い
う
事
だ
。
テ
レ
ビ
で
活

躍
し
て
い
る
歌
手
以
外
を
殆
ど
ご
存

じ
無
い
。

テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
歌
い
手
は
、

全
体
の
極
く
一
部
な
の
で
す
。

ヒ
ッ
ト
さ
せ
る
為
に
作
る
音
楽
で

は
な
く
、
自
身
の
体
験
や
心
情
を
表

現
す
る
音
楽
を
作
り
続
け
て
い
る
人

は
沢
山
い
る
。
年
代
に
関
係
な
く
、

若
者
に
も
多
く
存
在
す
る
。

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
が
心
置
き
な
く
演

奏
で
き
る
場
所
は
松
本
市
内
に
も
複

数
存
在
す
る
が
、
生
楽
器
を
主
体
と

し
た
場
所
が
無
か
っ
た
の
で
敢
え
て

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
店
を
作
っ
た
。

プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
聘
す

る
事
が
難
し
い
中
で
、
県
内
で
頑
張

っ
て
い
る
実
力
者
に
出
演
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
70
代
に
突
入
し
た
私
の

許
に
若
者
が
寄
っ
て
き
て
は
く
れ
な

い
。
開
店
し
た
当
初
か
ら
「
若
き
後

継
者
」
を
探
し
育
て
る
の
が
私
に
与

え
ら
れ
た
使
命
だ
と
思
っ
て
い
る
。

続
け
る
。

グ
や
ロ
ッ
ク
の
中
心
人
物
達
で
あ
っ

た
。そ

の
ま
ま
大
学
に
行
か
な
く
な
り
、

正
社
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
が

1
9
7
1
年
4
月
。
ち
ょ
う
ど
50
年

と
な
る
。
楽
器
も
弾
け
ず
、
歌
も
唄

え
な
い
「
裏
方
」
専
門
50
年
。
貧
乏

ゆ
え
に
未
だ
に
現
役
で
あ
る
。

2
0
1
9
年
10
月
、
ひ
ょ
ん
な
こ

と
か
ら
「
松
本
ロ
フ
ト
」
と
い
う
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
作
っ
て
し
ま
い
、
半

年
経
っ
た
と
こ
ろ
で
コ
ロ
ナ
禍
。
果

た
し
て
こ
の
原
稿
が
読
ま
れ
る
頃
に

ま
だ
お
店
が
存
続
し
て
い
る
か
自
信

が
な
い
。

音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
は
様
々
で
あ
る
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
は
芸
術
、
ジ
ャ
ズ

は
ギ
リ
ギ
リ
芸
術
に
分
類
さ
れ
る
が
、

そ
の
他
の
音
楽
は
「
芸
能
」
「
歌
謡

曲
」
と
し
て
一
括
り
に
さ
れ
る
。
ク

ラ
シ
ッ
ク
が
一
流
で
、
演
歌
は
三
流

と
い
う
考
え
が
根
強
い
気
が
す
る
。

そ
う
で
は
な
い
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
中

1
9
6
9
年
3
月
卒
業
し
て
上
京
。

翌
年
か
ら
音
楽
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で

ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
る
。

そ
こ
に
所
属
し
て
い
た
の
が
「
岡

林
信
康
」
「
フ
ォ
ー
ク
・
ク
ル
セ
ダ

ー
ズ
」
「
高
田
渡
」
「
遠
藤
賢
司
」

「
加
川
良
」
「
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
」

な
ど
な
ど
。
当
時
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

同
窓
生
の
コ
ラ
ム

音
楽
を
分
け
隔
て
な
く

　
　
　
　楽
し
ん
で
欲
し
い

ー
の
始
ま
り
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
当
時
は
サ
ッ
カ
ー
と
は
い
わ

ず
フ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
い
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
フ
ー
ト
ボ
ー
ル
は

東
京
高
等
師
範
学
校
で
全
国
初
の
部

活
動
と
し
て
行
わ
れ
、
卒
業
生
が
教

員
と
し
て
全
国
に
赴
任
を
し
、
サ
ッ

カ
ー
を
師
範
学
校
や
旧
制
中
学
校
に

広
め
た
よ
う
で
す
。
特
に
大
正
10
年

前
後
に
開
校
し
た
旧
制
中
学
校
に
は

校
技
と
し
て
部
活
動
に
採
用
す
る
学

校
も
あ
り
、
県
陵
も
同
じ
ス
タ
ー
ト

松
本
県
ヶ
丘
高
校
が
創
立
１
０
０

年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
日
本
へ
の

サ
ッ
カ
ー
の
伝
来
と
県
陵
サ
ッ
カ
ー

部
の
創
部
の
経
緯
を
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
の

は
明
治
初
期
で
、
明
治
6
年
築
地
の

海
軍
兵
学
寮
に
於
い
て
、
英
国
海
軍

教
官
の
ダ
グ
ラ
ス
少
佐
に
よ
り
日
本

人
の
海
軍
軍
人
に
サ
ッ
カ
ー
を
教
え

た
こ
と
が
、
日
本
に
お
け
る
サ
ッ
カ

縣　正長（高 17 回）
縣　秀享（高 23 回）

〒390-0815 長野県松本市深志2丁目4-24
TEL 0263-33-9000  FAX 0263-36-6435

http://www.trist.co.jp/

手づくり朝食と大浴場が人気のホテル

令和 3年 5月 15 日

（
サ
ッ
カ
ー
部
O
B
）

「
県
陵
サ
ッ
カ
ー
部
創
部
の
経
緯
」

高
22
回

　松
田

　正
巳

高
　
回

　上
條

　俊
一
郎

21

代表取締役　大宮康彦（高17回）

長野県松本市大手3-3-4（大名町）
TEL 0263（32）0057  FAX 0263（34）2561

総合建設業・一級建築士事務所・宅地建物取引業

代表取締役　百瀬方康（高22回）

本社：長野県松本市宮渕1-3-30 〒390-8639
TEL 0263-32-8855  FAX 0263-35-1618
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経
営
を
学
び
、
現
場
で
修
行
を
重
ね

て
、
昨
年
正
式
に
親
か
ら
代
を
引
き

継
ぎ
、「
経
営
者
」
と
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
社
長
に
な
る
と
宣
言

し
た
矢
先
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

私
は
県
陵
英
語
科
を
卒
業
後
、
東

京
の
大
学
に
進
学
し
、
海
外
留
学
や

3
年
程
の
社
会
人
生
活
を
経
て
、
9

年
前
に
家
業
の
旅
館
の
跡
取
り
と
し

て
働
き
始
め
ま
し
た
。
一
か
ら
旅
館

本
第
二
中
学
校
に
サ
ッ
カ
ー
を
校
技

と
し
て
採
用
し
た
背
景
の
一
つ
に
な

っ
た
の
で
は
と
推
測
で
き
ま
す
。
開

校
に
当
た
り
、
小
松
武
平
先
生
は
、

東
京
高
師
で
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
活

躍
を
し
、
旧
制
広
島
中
学
校
で
サ
ッ

カ
ー
部
の
監
督
を
さ
れ
た
松
本
寛
次

先
生
を
教
頭
、
監
督
と
し
て
招
請
さ

れ
、
県
陵
の
基
を
築
い
た
よ
う
で
す
。

県
陵
サ
ッ
カ
ー
部
も
創
立
と
同
時

に
始
ま
り
１
０
０
年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
初
代
校
長
小
松
武

平
先
生
の
建
学
の
精
神
に
思
い
を
致

し
、
創
部
２
０
０
年
に
向
け
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
欲
し
い
と
願
い

ま
す
。
小
松
武
平
先
生
の
三
訓
、
こ

こ
に
建
学
の
精
神
、
県
陵
魂
が
あ
る

と
考
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に
、
創
立
２
０
０
年
に
向
け
、

母
校
松
本
県
ケ
丘
高
校
の
益
々
の
ご

発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

を
切
っ
た
よ
う
で
す
。
長
野
県
の
旧

制
中
学
校
で
は
一
番
早
く
創
部
さ
れ
、

開
校
当
時
、
全
校
生
徒
に
サ
ッ
カ
ー

シ
ュ
ー
ズ
を
履
か
せ
通
学
さ
せ
た
こ

と
は
有
名
で
す
。

初
代
校
長
、
小
松
武
平
先
生
は
現

在
の
茅
野
市
米
沢
で
明
治
10
年
に
お

生
ま
れ
に
な
り
、
長
野
師
範
、
東
京

高
師
と
進
ま
れ
、
東
京
高
師
を
明
治

38
年
に
卒
業
さ
れ
、
教
育
界
に
身
を

捧
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
で
サ
ッ
カ
ー
の
国
際
試
合
が

行
わ
れ
た
の
は
明
治
37
年
2
月
、
大

塚
の
東
京
高
師
グ
ラ
ン
ド
に
於
い
て

同
校
と
Ｙ
Ｃ
＆
Ａ
Ｃ
と
の
間
で
行
わ

れ
た
試
合
が
初
め
て
で
あ
り
、
翌
年

の
明
治
38
年
1
月
に
も
両
チ
ー
ム
の

試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
小

松
武
平
先
生
は
東
京
高
師
に
在
籍
を

さ
れ
て
お
り
、
東
京
高
師
と
Ｙ
Ｃ
＆

Ａ
Ｃ
と
の
試
合
を
観
戦
し
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
松

ス
が
猛
威
を
振
る
い
、
瞬
く
間
に
休

業
す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

時
、
周
り
に
は
「
よ
く
こ
ん
な
時
期

に
社
長
に
な
っ
た
ね
。」と
同
情
さ
れ

る
方
も
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
が
発
生
す
る
前
か
ら
社
長

に
な
る
と
宣
言
し
て
い
た
の
で
、
後

に
は
引
け
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
以
前
に
先
輩
経
営
者
の
方
か

ら
「
跡
を
継
ぐ
な
ら
、
大
変
な
時
の

方
が
良
い
。」と
教
え
て
頂
い
た
の
で
、

「
ま
さ
に
今
だ
。」
と
思
い
、
覚
悟
を

決
め
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
が
拡
大
す
る
中
で
、

社
会
状
況
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
、

た
く
さ
ん
の
困
難
に
ぶ
つ
か
り
ま
し

た
が
、
そ
の
時
に
よ
く
頭
の
中
に
蘇

っ
て
き
た
の
が
、
県
陵
三
大
精
神
の

一
つ
「
弱
音
を
吐
く
な
。」
と
い
う
言

葉
で
す
。「
こ
の
よ
う
な
時
に
不
平

不
満
を
吐
い
て
も
、
状
況
は
良
く
な

ら
な
い
の
だ
か
ら
、
全
力
で
取
り
組

む
し
か
な
い
。」
と
思
い
、
日
々
の
仕

事
に
全
身
全
霊
で
打
ち
込
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
曲
が
り
な
り
に
も
、
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
者
を
出
す
こ
と

な
く
、
今
日
ま
で
営
業
を
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
通
し
、

「
大
変
な
事
で
あ
っ
て
も
、本
気
で
取

り
組
め
ば
何
と
か
な
る
。」と
い
う
事

を
実
感
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
分
か
っ
た
こ

と
は
、「
多
く
の
方
の
支
え
の
下
に

今
の
自
分
が
あ
る
。」と
い
う
事
で
す
。

私
が
コ
ロ
ナ
禍
で
社
長
に
就
く
こ

と
を
公
表
し
た
際
、
当
館
の
常
連
の

お
客
様
や
取
引
先
の
業
者
様
か
ら
、

激
励
の
言
葉
や
お
祝
い
の
お
花
を
頂

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
県
陵
で
長

年
教
師
を
務
め
て
い
た
私
の
叔
父
、

故
山
崎
正
治
の
同
窓
生
や
教
え
子
の

方
々
か
ら
の
応
援
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
多
く
の
方
々
か
ら
の
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
「
応
援
し

て
く
れ
た
人
達
の
期
待
を
裏
切
っ
て

は
い
け
な
い
。
や
れ
る
限
り
の
こ
と

を
尽
く
そ
う
。」と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。

未
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
は
い
つ
に

な
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

か
ら
も
全
力
で
こ
の
困
難
に
立
ち
向

か
っ
て
い
こ
う
と
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。

家
業
を
継
い
で
感
じ
た
こ
と

高
54
回

　山
崎

　広
太

代表取締役  井垣孝夫（高23回）

松本市村井町南 3‒15‒37  TEL.(0263）58‒2288
https：//www.naganotomato.jp

食卓を笑顔に。
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取締役会長 柳澤　勝久（高25回）

四柱神社
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探
究
科
発
足
の
声
と
と
も
に
活
動

を
開
始
し
た
当
会
も
、
丸
4
年
を
迎

え
ま
し
た
。

活
動
を
通
じ
て
分
か
っ
た
こ
と
を

お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
、
縣
陵
生
は
非
常
に
有
望
な
可

能
性
を
も
っ
た
15
歳
か
ら
18

歳
の
集
団
で
あ
る
。

２
、
一
方
で
、
堅
実
な
将
来
像
を

描
く
人
が
多
い
。

３
、
堅
実
な
将
来
を
描
く
あ
ま
り

本
来
持
つ
無
限
の
可
能
性
に

気
が
付
き
に
く
い
。

４
、
外
的
な
要
因
と
し
て
、
東
京

一
極
集
中
は
一
層
加
速
し
て

い
る
。

同
窓
会
員
の
皆
様
は
お
気
付
き
と

思
い
ま
す
が
、
最
初
か
ら
堅
実
な
将

来
像
を
描
き
一
心
不
乱
に
そ
こ
を
目

標
に
し
て
い
く
こ
と
は
全
く
問
題
で

は
な
く
、
現
実
と
し
て
高
度
に
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
む
現
代
社
会
に
お
い
て
、

知
識
と
し
て
の
世
界
だ
け
で
な
く
、

自
ら
足
を
運
ん
で
飛
び
込
む
本
当
の

世
界
の
広
さ
や
多
様
性
は
誰
し
も
若

い
う
ち
に
は
経
験
す
る
べ
き
と
口
を

そ
ろ
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

当
会
は
、
留
学
を
は
じ
め
と
し
て

現
実
の
社
会
と
の
連
携

を
通
じ
て
後
輩
た
ち
の

可
能
性
を
大
き
く
羽
ば

た
け
る
環
境
を
創
造
し

よ
う
と
活
動
し
て
お
り

ま
す
。

現
役
生
徒
の
親
世
代

よ
り
も
年
長
の
社
会
人

た
る
私
た
ち
が
先
輩
と

し
て
出
来
る
こ
と
を
出

来
る
限
り
行
い
、
一
人

で
も
多
く
の
後
輩
が
大

き
く
羽
ば
た
い
て
く
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
お
り
ま
す
。
私
は
現

在
54
歳
で
す
が
、
高
校

3
年
次
の
同
世
代
人
口

は
1
8
0
数
万
人
お
り

ま
し
た
。
現
在
は
と
い

う
と
わ
ず
か
1
0
0
数

万
人
で
す
。
当
時
と
変

わ
ら
ぬ
教
育
予
算
で
あ

っ
た
ら
一
人
当
た
り
の
教
育
費
は
大

き
く
で
き
た
は
ず
で
す
が
、
現
状
で

は
そ
う
で
も
な
い
よ
う
で
す
。

多
様
化
し
複
雑
化
の
増
す
現
代
社

会
に
お
い
て
教
育
に
勝
る
投
資
は
な

い
と
い
う
結
論
は
決
し
て
急
ぎ
過
ぎ

で
は
な
い
と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

母
校
に
お
い
て
も
人
的
サ
ポ
ー
ト
が

不
足
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
強
固
な

連
携
を
誇
る
県
陵
同
窓
会
の
皆
様
で

協
力
し
て
い
け
た
ら
ど
ん
な
に
素
晴

ら
し
い
か
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

長野県松本県ヶ丘高等学校
創立100周年記念事業概要
　　　　　　　　　　　　まとまる

縣陵の学びを支援する会
　　　　　　　　 活動報告

縣陵の学びを支援する会
高38回 浅井 俊貴同窓会事務局長　高11回 常盤 欣司

コ
ロ
ナ
禍
で
充
分
な
審
議
が
出
来
な
い
折
、
母
校
の
伝
統
と
更
な
る
発
展
を
祝
す
る
た
め
、
左
記
の
事
業
を
行
う
見
込
み
で
す
。

秋
に
は
趣
意
書
の
発
送
を
予
定
し
て
お
り
、
会
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

白虹会
2年　竹樋 好香

2
0
2
0
年
の
活
動
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
大
幅
に

縮
小
し
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
「
進
路
講
義
」
は

動
画
配
信
に
よ
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形

式
を
と
り
ま
し
た
。

探
究
学
習
の
特
別
表
彰
に
つ
い
て

は
今
回
も
19
も
の
団
体
・
企
業
か
ら

協
賛
を
い
た
だ
き
表
彰
式
は
校
内
動

画
放
映
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

無
事
2
回
目
を
実
施
出
来
ま
し
た
。

受
賞
者
だ
け
で
な
く
、
応
募
し
て

く
れ
た
生
徒
の
皆
さ
ん
の
励
み
に
な

っ
て
い
る
と
実
感
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

次
世
代
の
育
成
に
は
非
常
に
多
く

の
障
壁
も
見
え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

根
気
強
く
活
動
を
続
け
県
陵
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
中
信
地
区
の
高
校
生

の
才
能
が
大

き
く
開
花
す

る
支
援
を
行

っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

一
　主
な
記
念
事
業

（
１
）
同
窓
会
館
の
新
築
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

建
築
面
積

木
造
平
屋
建
て
　
１
６
６・２
１
㎡

　
陵
友
館
改
修
、現
会
館
解
体
を
含
む

会
館
は
、
従
来
は
同
窓
会
活
動
の

た
め
の
施
設
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
教
育
活
動
の
充
実
に
重
点

を
置
い
た
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
想

定
し
て
お
り
ま
す
。
隣
接
す
る
学
習

会
館
「
陵
友
館
」（
平
成
14
年
建
設
）

と
連
携
さ
せ
、
生
徒
の
知
性
と
徳
性

を
磨
き
、
無
限
の
可
能
性
を
追
求
し

て
い
く
こ
と
が
皆
様
の
負
託
に
応
え

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

昨
今
の
厳
し
い
情
勢
に
よ
り
ま
し

て
は
、
募
金
目
標
が
達
成
さ
れ
な
か

っ
た
場
合
、
次
の
周
年
事
業
へ
の
基

金
と
し
て
お
預
か
り
す
る
も
の
と
い

た
し
ま
す
。

（
２
）
教
育
環
境
整
備
、

　
　
　 

空
調
設
備
機
器
の
設
置

　
　
　

本
来
な
ら
ば
、
県
の
事
業
と
し
て

行
う
の
が
当
然
で
す
が
、
財
政
事
情

も
厳
し
く
、
普
通
教
室
棟
に
は
設
置

さ
れ
ま
し
た
が
、
早
期
の
実
現
が
出

来
な
い
現
状
に
鑑
み
、
特
別
教
室
棟

へ
の
設
置
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

同
窓
会
、
P
T
A
の
協
力
を
仰
ぎ
、

速
や
か
に
生
徒
・
教
職
員
へ
の
学
習

環
境
を
整
え
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
寄
付
金
は
篤
志
寄
付
金
扱

い
と
な
り
ま
す
。

（
３
）
留
学
生
の
応
援
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
対
応
し
た
広

い
視
野
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
に
資

す
る
た
め
、
継
続
性
を
持
っ
て
助
成

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
受
入
れ
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

（
４
）
1
0
0
年
誌
、
写
真
集
、

　
　
　
　
県
陵
人
物
誌
の
発
刊
　

　
　平

成
15
年
に
発
刊
し
た
80
年
史
に
、

20
年
分
を
補
足
し
た
も
の
を
主
に
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

写
真
集
・
人
物
誌
は
、
初
め
て
の

企
画
で
す
。

い
ず
れ
も
令
和
5
年
12
月
発
刊
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

（
５
）
同
窓
会
の
発
展

更
な
る
団
結
の
強
化
、
発
展
の
た

め
、若
年
層
、女
性
の
皆
様
、支
部
や

諸
団
体
の
組
織
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

1
0
0
周
年
に
併
せ
記
念
グ
ッ
ズ

を
作
成
、
販
売
を
い
た
し
ま
す
。

県
陵
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

（
６
）
地
域
へ
の
謝
恩
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
13
回
一
虹
展（
美
術
展
）の
開
催

創
立
1
0
0
周
年
記
念
写
真
展
の

開
催

（
７
）
記
念
式
典・祝
賀
会・事
務
諸
費

　
　
　
　
　
　
　

期
日 

令
和
5
年
9
月
30（
土
）大
安

場
所 

母
校
体
育
館
他

な
お
、
祝
賀
会
に
つ
い
て
は
、
会

費
制
で
行
い
ま
す
が
、
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

二
、
募
金
目
標
額

5
0
0
0
万
円
〜
１
億
円
以
内

三
、
募
金
の
期
間

　令
和
3
年
12
月
〜
令
和
5
年
9
月

　四
、
そ
の
他

寄
付
金
に
対
す
る
免
税
措
置
は
、

税
務
当
局
と
協
議
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

松
本
県
ケ
丘
高
校
は

令
和
5
年（
２
０
２
３
年
）に

創
立
1
0
0
周
年
を

迎
え
ま
す
。



松 本 県 ヶ 丘 高 校 同 窓 会 報〔9〕　　令和 3年 5月 15 日 第 39 号 松 本 県 ヶ 丘 高 校 同 窓 会 報 第 39 号 〔8〕令和 3年 5月 15 日

探
究
科
発
足
の
声
と
と
も
に
活
動

を
開
始
し
た
当
会
も
、
丸
4
年
を
迎

え
ま
し
た
。

活
動
を
通
じ
て
分
か
っ
た
こ
と
を

お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
、
縣
陵
生
は
非
常
に
有
望
な
可

能
性
を
も
っ
た
15
歳
か
ら
18

歳
の
集
団
で
あ
る
。

２
、
一
方
で
、
堅
実
な
将
来
像
を

描
く
人
が
多
い
。

３
、
堅
実
な
将
来
を
描
く
あ
ま
り

本
来
持
つ
無
限
の
可
能
性
に

気
が
付
き
に
く
い
。

４
、
外
的
な
要
因
と
し
て
、
東
京

一
極
集
中
は
一
層
加
速
し
て

い
る
。

同
窓
会
員
の
皆
様
は
お
気
付
き
と

思
い
ま
す
が
、
最
初
か
ら
堅
実
な
将

来
像
を
描
き
一
心
不
乱
に
そ
こ
を
目

標
に
し
て
い
く
こ
と
は
全
く
問
題
で

は
な
く
、
現
実
と
し
て
高
度
に
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
む
現
代
社
会
に
お
い
て
、

知
識
と
し
て
の
世
界
だ
け
で
な
く
、

自
ら
足
を
運
ん
で
飛
び
込
む
本
当
の

世
界
の
広
さ
や
多
様
性
は
誰
し
も
若

い
う
ち
に
は
経
験
す
る
べ
き
と
口
を

そ
ろ
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

当
会
は
、
留
学
を
は
じ
め
と
し
て

現
実
の
社
会
と
の
連
携

を
通
じ
て
後
輩
た
ち
の

可
能
性
を
大
き
く
羽
ば

た
け
る
環
境
を
創
造
し

よ
う
と
活
動
し
て
お
り

ま
す
。

現
役
生
徒
の
親
世
代

よ
り
も
年
長
の
社
会
人

た
る
私
た
ち
が
先
輩
と

し
て
出
来
る
こ
と
を
出

来
る
限
り
行
い
、
一
人

で
も
多
く
の
後
輩
が
大

き
く
羽
ば
た
い
て
く
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
お
り
ま
す
。
私
は
現

在
54
歳
で
す
が
、
高
校

3
年
次
の
同
世
代
人
口

は
1
8
0
数
万
人
お
り

ま
し
た
。
現
在
は
と
い

う
と
わ
ず
か
1
0
0
数

万
人
で
す
。
当
時
と
変

わ
ら
ぬ
教
育
予
算
で
あ

っ
た
ら
一
人
当
た
り
の
教
育
費
は
大

き
く
で
き
た
は
ず
で
す
が
、
現
状
で

は
そ
う
で
も
な
い
よ
う
で
す
。

多
様
化
し
複
雑
化
の
増
す
現
代
社

会
に
お
い
て
教
育
に
勝
る
投
資
は
な

い
と
い
う
結
論
は
決
し
て
急
ぎ
過
ぎ

で
は
な
い
と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

母
校
に
お
い
て
も
人
的
サ
ポ
ー
ト
が

不
足
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
強
固
な

連
携
を
誇
る
県
陵
同
窓
会
の
皆
様
で

協
力
し
て
い
け
た
ら
ど
ん
な
に
素
晴

ら
し
い
か
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

長野県松本県ヶ丘高等学校
創立100周年記念事業概要
　　　　　　　　　　　　まとまる

縣陵の学びを支援する会
　　　　　　　　 活動報告

縣陵の学びを支援する会
高38回 浅井 俊貴同窓会事務局長　高11回 常盤 欣司

コ
ロ
ナ
禍
で
充
分
な
審
議
が
出
来
な
い
折
、
母
校
の
伝
統
と
更
な
る
発
展
を
祝
す
る
た
め
、
左
記
の
事
業
を
行
う
見
込
み
で
す
。

秋
に
は
趣
意
書
の
発
送
を
予
定
し
て
お
り
、
会
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

白虹会
2年　竹樋 好香

2
0
2
0
年
の
活
動
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
大
幅
に

縮
小
し
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
「
進
路
講
義
」
は

動
画
配
信
に
よ
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形

式
を
と
り
ま
し
た
。

探
究
学
習
の
特
別
表
彰
に
つ
い
て

は
今
回
も
19
も
の
団
体
・
企
業
か
ら

協
賛
を
い
た
だ
き
表
彰
式
は
校
内
動

画
放
映
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

無
事
2
回
目
を
実
施
出
来
ま
し
た
。

受
賞
者
だ
け
で
な
く
、
応
募
し
て

く
れ
た
生
徒
の
皆
さ
ん
の
励
み
に
な

っ
て
い
る
と
実
感
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

次
世
代
の
育
成
に
は
非
常
に
多
く

の
障
壁
も
見
え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

根
気
強
く
活
動
を
続
け
県
陵
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
中
信
地
区
の
高
校
生

の
才
能
が
大

き
く
開
花
す

る
支
援
を
行

っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

一
　主
な
記
念
事
業

（
１
）
同
窓
会
館
の
新
築
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

建
築
面
積

木
造
平
屋
建
て
　
１
６
６・２
１
㎡

　
陵
友
館
改
修
、現
会
館
解
体
を
含
む

会
館
は
、
従
来
は
同
窓
会
活
動
の

た
め
の
施
設
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
教
育
活
動
の
充
実
に
重
点

を
置
い
た
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
想

定
し
て
お
り
ま
す
。
隣
接
す
る
学
習

会
館
「
陵
友
館
」（
平
成
14
年
建
設
）

と
連
携
さ
せ
、
生
徒
の
知
性
と
徳
性

を
磨
き
、
無
限
の
可
能
性
を
追
求
し

て
い
く
こ
と
が
皆
様
の
負
託
に
応
え

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

昨
今
の
厳
し
い
情
勢
に
よ
り
ま
し

て
は
、
募
金
目
標
が
達
成
さ
れ
な
か

っ
た
場
合
、
次
の
周
年
事
業
へ
の
基

金
と
し
て
お
預
か
り
す
る
も
の
と
い

た
し
ま
す
。

（
２
）
教
育
環
境
整
備
、

　
　
　 

空
調
設
備
機
器
の
設
置

　
　
　

本
来
な
ら
ば
、
県
の
事
業
と
し
て

行
う
の
が
当
然
で
す
が
、
財
政
事
情

も
厳
し
く
、
普
通
教
室
棟
に
は
設
置

さ
れ
ま
し
た
が
、
早
期
の
実
現
が
出

来
な
い
現
状
に
鑑
み
、
特
別
教
室
棟

へ
の
設
置
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

同
窓
会
、
P
T
A
の
協
力
を
仰
ぎ
、

速
や
か
に
生
徒
・
教
職
員
へ
の
学
習

環
境
を
整
え
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
寄
付
金
は
篤
志
寄
付
金
扱

い
と
な
り
ま
す
。

（
３
）
留
学
生
の
応
援
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
対
応
し
た
広

い
視
野
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
に
資

す
る
た
め
、
継
続
性
を
持
っ
て
助
成

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
受
入
れ
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

（
４
）
1
0
0
年
誌
、
写
真
集
、

　
　
　
　
県
陵
人
物
誌
の
発
刊
　

　
　平

成
15
年
に
発
刊
し
た
80
年
史
に
、

20
年
分
を
補
足
し
た
も
の
を
主
に
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

写
真
集
・
人
物
誌
は
、
初
め
て
の

企
画
で
す
。

い
ず
れ
も
令
和
5
年
12
月
発
刊
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

（
５
）
同
窓
会
の
発
展

更
な
る
団
結
の
強
化
、
発
展
の
た

め
、若
年
層
、女
性
の
皆
様
、支
部
や

諸
団
体
の
組
織
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

1
0
0
周
年
に
併
せ
記
念
グ
ッ
ズ

を
作
成
、
販
売
を
い
た
し
ま
す
。

県
陵
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

（
６
）
地
域
へ
の
謝
恩
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
13
回
一
虹
展（
美
術
展
）の
開
催

創
立
1
0
0
周
年
記
念
写
真
展
の

開
催

（
７
）
記
念
式
典・祝
賀
会・事
務
諸
費

　
　
　
　
　
　
　

期
日 

令
和
5
年
9
月
30（
土
）大
安

場
所 

母
校
体
育
館
他

な
お
、
祝
賀
会
に
つ
い
て
は
、
会

費
制
で
行
い
ま
す
が
、
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

二
、
募
金
目
標
額

5
0
0
0
万
円
〜
１
億
円
以
内

三
、
募
金
の
期
間

　令
和
3
年
12
月
〜
令
和
5
年
9
月

　四
、
そ
の
他

寄
付
金
に
対
す
る
免
税
措
置
は
、

税
務
当
局
と
協
議
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

松
本
県
ケ
丘
高
校
は

令
和
5
年（
２
０
２
３
年
）に

創
立
1
0
0
周
年
を

迎
え
ま
す
。
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帰
回
春
青

令和 3年 5月 15 日

母
校
愛
の
リ
レ
ー
実
行
委
員
長

母
校
愛
の
リ
レ
ー

  

記
念
事
業
に
つ
い
て

高
　
回

　小
澤

　英
俊

43

卒
業
50
年仲間

は
、
友
は
、

つ
な
が
っ
て
い
ま
す

高
　
回

　菊
池

　宏
一
郎

22

私
達
、
県
陵
43（
よ
ん
さ
ん
）会
は

〜
つ
な
ぐ
〜
　
を
テ
ー
マ
に
活
動
を

し
て
き
ま
し
た
。

振
り
返
れ
ば
2
0
2
0
年
1
月
31

日
に
漸
く
第
1
回
の
実
行
委
員
会
を

開
催
す
る
に
至
り
、
月
1
ペ
ー
ス
で

集
ま
ろ
う
と
言
っ
て
い
た
矢
先
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
感
染
拡
大

し
て
き
ま
し
た
。
本
来
は
集
ま
っ
て

楽
し
み
な
が
ら
の
活
動
と
な
る
は
ず

だ
っ
た
1
年
は
、
三
密
を
避
け
る
た

め
集
ま
ら
な
い
で
自
粛
す
る
1
年
と

な
り
ま
し
た
。

先
輩
の
母
校
愛
の
リ
レ
ー
を
拝
見

す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
お
盆
休
み
に

計
画
し
て
い
た
学
年
同
窓
会
も
開
催

で
き
ず
、
不
要
不
急
の
外
出
制
限
の

た
め
に
、
会
議
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

開
催
等
、
当
初
立
て
た
計
画
の
よ
う

に
進
め
る
こ
と
が
と
て
も
困
難
な
状

況
で
し
た
。

そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
何
を

〜
つ
な
ぐ
〜
　
の
か
、
ど
う
や
っ
て

〜
つ
な
ぐ
〜
　
の
か
、
〜
つ
な
ぐ
〜

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

母
校
愛
の
リ
レ
ー
は
先
輩
達
が
繋

い
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
大
切
な
事
業

で
す
。
私
達
も
次
の
代
に
つ
な
ぐ
為

に
ど
ん
な
形
で
も
い
い
の
で
開
催
し

よ
う
と
進
め
て
き
ま
し
た
。

同
期
の
み
ん
な
と
の
交
流
も
希
薄

な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

会
う
こ
と
も
出
来
ず
、
母
校
支
援
の

寄
付
を
集
め
る
だ
け
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
多
く
の
賛
同
を
い
た
だ

け
て
本
当
に
有
り
難
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
で
も
感
染
状
況
が
日
々
変
わ

る
状
況
で
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
で
式
典
な
ら
び
に
記
念
事
業
を
開

催
し
よ
う
と
実
行
委
員
の
み
ん
な
と

学
校
と
協
力
し
て
本
番
直
前
ま
で
実

施
内
容
を
開
催
可
能
な
内
容
に
変
更

し
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

1
週
間
前
に
な
っ
て
も
開
催
が
で

き
る
か
不
安
な
状
況
で
し
た
が
先
生

と
も
話
を
し
て
、
こ
こ
ま
で
く
れ
ば

変
更
は
な
い
と
お
互
い
に
式
典
な
ら

び
に
記
念
事
業
の
開
催
を
確
信
し
て

本
番
ま
で
残
り
あ
と
僅
か
と
な
り
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
、
開
催
2
日
前
に
松
本

市
の
感
染
警
戒
レ
ベ
ル
が
4
に
引
き

上
げ
ら
れ
、
急
遽
延
期
が
決
定
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

突
然
の
延
期
で
頭
の
中
が
真
っ
白

に
な
り
、
何
を
し
た
の
か
よ
く
覚
え

て
い
ま
せ
ん
が
、
実
行
委
員
の
み
ん

な
が
協
力
し
て
延
期
対
応
に
当
た
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

現
時
点
で
は
開
催
時
期
、
内
容
は

確
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
何
と
し

て
も
ど
の
様
な
形
で
あ
っ
て
も
愛
の

リ
レ
ー
の
襷
は
つ
な
い
で
い
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

延
期
し
た
こ
と
で
今
回
計
画
し
た

も
の
以
上
の
記
念
事
業
が
開
催
で
き

る
こ
と
を
実
行
委
員
一
同
、
願
っ
て

い
ま
す
。

昭
和
45
年
1
9
7
0
年
に
県
陵
を

卒
業
し
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
、
50
年
。
　
気
が
付
い
た

ら
70
歳
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
実
感
は
　
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

が
、
数
え
る
と
　
間
違
い
な
く
　
70

歳
で
す
。

令
和
2
年
4
月
12
日
　
「
県
陵
卒
業

50
周
年
記
念
大
同
窓
会
」
を
企
画
し

ま
し
た
。

80
余
名
の
参
加
表
明
が
あ
り
、
盛
大

に
大
宴
会
を
!!
　
と
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
　
断
腸
の
思
い
で

延
期
し
ま
し
た
。
会
場
の
予
約
を
3

回
ほ
ど
変
更
し
ま
し
た
が
、
い
ま
だ

開
催
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
　
が
、

大
宴
会
　
は
や
る
。
　
　
そ
ん
な
決

意
で
す
。

昭
和
42
年
入
学
　
3
月
に
ラ
ジ
オ
か

ら
合
格
者
の
名
前
が
放
送
さ
れ
、
合

格
を
確
信
し
、
晴
れ
て
入
学
　
入
学

式
で
は
、
2
、
3
年
生
か
ら
の
大
声

で
の
　
激
励
？
　
を
受
け
ま
し
た
。

2
年
か
ら
の
講
座
編
成
　
座
布
団
を

小
脇
に
抱
え
校
舎
を
移
動
し
ま
し
た
。

3
年
時
に
は
、
県
陵
祭
　
窓
ガ
ラ
ス

の
工
事
が
あ
り
　
夏
休
み
前
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

「
夏
休
み
あ
と
で
も
い
い
の
で
は
と

皆
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
古
典
の
某

先
生
の
一
言
　
受
験
勉
強
が
あ
る
だ

ろ
う
。
」
夏
休
み
前
の
開
始
が
決
定

さ
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

の
ん
き
な
我
々
を
現
実
の
競
争
世
界

に
戻
し
ま
し
た
。
グ
イ
！
と
。

卒
業
　
進
学
。
大
学
紛
争
の
余
波
が

ま
だ
ま
だ
あ
り
、
登
校
は
で
き
ず
休

講
ば
か
り
。

喧
騒
の
都
会
で
　
同
期
の
友
　
と
会

い
、
青
春
を
語
り
、
お
酒
を
酌
み
交

わ
し
　
ま
さ
に
　
自
由
を
謳
歌
し
ま

し
た
。
　
楽
し
い
　
楽
し
い
　
思
い

出
で
す
。

卒
業
半
世
紀
を
過
ぎ
て
も
　
青
春
を

語
っ
た
　
さ
み
し
さ
を
慰
み
あ
っ
た

　
友
　
は
、
遠
く
離
れ
て
も
　
そ
こ

に
い
ま
す
。
　
　
顔
を
見
て
久
し
ぶ

り
と
声
を
か
け
れ
ば
県
陵
の
　
友
　

で
す
。

県
陵
　
素
敵
な
　
時
　
を
過
ご
さ

せ
て
く
れ
た
　
素
敵
な
　
母
校
　
で

す
。

白虹会
3年　加藤 夢魚

白虹会
2年　吉野 藍
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次回、母校愛のリレー事業は 高44回生担当です。
次年度総会懇親会の当番年次は 高48回生です。
転居・改姓のときには、ホームページの住所変更フォーム
あるいは 同窓会事務局（☎0263-32-0666）へご連絡を！

◇寄付者名簿◇ ◇寄贈図書・寄贈品◇（敬称略）
平成31年度 寄贈品 寄贈者

❖令和2年 秋の叙勲❖
危険業務従事者叙勲

《同 窓 会》

《奨 学 金》

野 間 滋 久
可 児 光 治
新 田 　 茂
赤 羽 常 行
遠 山 道 雄
島 　 正 樹
渋 谷 雄 二
宮 澤 津多登
関 　 　 功
手 塚 千 治
遠 藤 正 典
松 下 尚 嗣
吉 村 　 徹
千津井 利 男

高 柳 有 紀
牧 野 　 昭
望 月 幸 雄
小 松 敬 章
鳥 居 　 敏
深 澤 　 博
百 瀬 敏 和
高 橋 良 夫
手 塚 　 尚
古 籏 隆 章
三 澤 清 重
中 村 英 章
木 下 藤 恒
太 田 慶 徳

唐 澤 篤 男
矢 島 一 美
春 宮 維 夫
小 松 義 治
矢 口 大 輔
塚 原 孝 幸
鈴 島 　 務
藤 川 五 月
原 田 武 邦
清 水 　 豊
倉 科 勝 美
一之瀬 峻 輔
五 味 桂 一
中 田 哲 幸

原 　 伸 一
柳 澤 　 治
谷 川 禅 隆
武 田 　 修
金 井 宏 道
掛 川 有 一
田 中 鈴 生
縣 　 秀 享
大 月 晴 良
林 　 勇 次
赤 羽 博 樹

《100周年へ寄付》

❖令和3年 高齢者叙勲❖
○瑞宝双光章　旧 職　　中村　節好
○瑞宝双光章　高 3 　　五味　義典
○瑞宝双光章　高 3 　　小澤　英輔
○瑞宝双光章　高 3 　　矢崎　清夫
○瑞宝双光章　高 3 　　南山　　旭
○瑞宝双光章　高 4 　　太田　清蔵

同
窓
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

①同封の郵便局振込用紙を利用するもの
※上記利用の場合は手数料が掛かりません。
②同窓会指定の金融機関本人名義の口座
から引落しするもの（5行4農協）
③口座の無い方、クレジットカードなど
で支払うもの
④現金で直接支払うもの

会費の納入は、次の4点があります
▲八十二銀行 松本営業部　　　普通預金　No.1231220
▲ゆうちょ銀行 清水支店　普通貯金　No.00580-7-593
▲松本信用金庫 本店　　　　　普通預金　No.0616027
▲長野県信用組合　　　　 　　普通預金　No.8387035
▲長野銀行 松本東支店　　　　普通預金　No.8380831
▲JA松本ハイランド本所　　　普通貯金　No.0000300
▲JA松本ハイランド松本支所　普通貯金　No.0000592
▲JA松本ハイランド塩尻支所　普通貯金　No.0000448
▲JAあづみ本所　　　　　　　普通貯金　No.0000359
いずれも、名義は 松本県ヶ丘高校同窓会 です。

○瑞宝単光章　高29　　遠山　浩通

❖令和2年 春の叙勲❖
○瑞宝双光章　高 4 　　小口　眞樹

表彰表彰表彰

ご協力をお願い致します。ご協力をお願い致します。

〔11〕　 令和 3年 5月 15 日

受章 おめでとうございます

同窓会費を納めよう!! 同窓会の事業活動は、あなたの同窓会費で支えられています!!

第 39 号

右記の口座に是非振込みをお願いします。
その際、卒業回数を合わせてご記入ください。

県外の方は、地元の金融機関に口座をお持ちで
ないと思われますので、カードでのお支払いが
有効かと存じます。
同窓会の事業活動は会費がすべてであります。

毎号会費納入をお願いしておりますが、余り成
績は芳しくありません。そこで本年度も各年次
100名を目標に納入率を挙げる計画を企画いた
しました。本会の財政安定のため、各年次のご
理解ご協力をお願いするものであります。
※同窓会費は年額2,000円です。

会費の使い道は、母校支援、会報の発行、同窓
会館・陵友館の維持、同窓会活動等となります。
会員各位のご理解をお願いいたします。

ITソリューション・ソフトウェア開発

「信頼・安心」を大切に、お客様と心通うＩＴソリューションをご提案します

代表取締役　戸谷 典孝（高29回）

〒390-1701 松本市梓川倭 3820-1
TEL:0263-78-8003（代表）
https://www.a-i-d.co.jp

AID

野 間 滋 久
可 児 光 治
中 村 成 一
前 田 節 子
田 澤 直 人
三 原 照 禮
渋 谷 雄 二
関 　 　 功
奥 原 貞 夫

竹 内 忠 彦
赤 羽 和 弥
足 立 陽 子
山 田 宏 徳
望 月 幸 雄
小 松 敬 章
新 海 哲 朗
宮 永 　 勝
赤 羽 利 樹

髙 山 正 宣
手 塚 　 尚
青 柳 善 久
三 澤 清 重
中 村 英 章
山 田 安 夫
犬 飼 正 一
松 尾 　 衛
矢 口 大 輔

藤 川 五 月
小 澤 賢 一
倉 科 勝 美
小 出 繁 美
中 田 哲 幸
一之瀬 由 明
野 村 哲 郎
赤 司 龍之祐
青 木 裕理江

あいそう社
冠婚葬祭・イベントプロデュース
（寺院葬は事前にご相談下さい）

笠原伸二（高30回）

TEL 0263-87-6656

松本市・安曇野市・塩尻市の終活から寺院葬まで

母校理科

書　籍

冊　子

写真・
写真集

「創意」真実と道理に即して刑事弁護60年余
松本市史第３巻民族編　他８冊
世界の天然記念物国際保護動物全９巻　他９点
「花の語らい」
句集「黙　MODA]
自分一人一日でできるパーソナルランディング
「若き我等は事なし了えん」松本県ヶ丘高等学校
男子バスケットボール部創部80周年記念誌
夢おいし我が漂流はながめせしまに「私の履歴書」
山田杯ハーフマラソン５０回記念誌
「希望の轍」東日本大震災から１０ねん・
　　　　　  復興支援ボランティアの記録
腰原哲朗詩集　他冊子２冊
故佐藤仁氏旧蔵の写真、アルバム12点
S５７年インターハイ写真　他８枚
「松本のチンチン電車」　他１点
「中日新聞・母校」
サイエンス・アソシエーション・プロジェクト科学最先端
　　　　　　　　ミクロからマクロの世界に解れよう！
中村石浄画集
「願」
若き我等

石川　元也氏
窪田　雅之氏
上條　恒嗣氏
白木　健助氏
倉科　繁登氏
草間　淳哉氏

真田　　功氏
上條　幸雄氏
梓川地域づくりセンター

横山　吉美氏
腰原　哲朗氏
窪田　雅之氏
傳田 かすみ氏
内堀　正雄氏
内堀　正雄氏

中村　石浄氏
荻須　眞教氏
常盤　欣司氏

中21
高27
高20
高 6
高 8
高48

高23
高19

高29
高 7
高27
高35
高16
高16

高 8
高14
高11

画　集
色　紙
C 　 D

報告書
スクラップブック

❖令和2年 高齢者叙勲❖
○瑞宝双光章　高 3 　　三村　　靖
○瑞宝双光章　高 3 　　倉科　廸夫
○瑞宝双光章　高 3 　　清澤 喜美蔵

－漢方薬・ダイエット・免疫療法相談－

薬剤師 高宮 深音（高32回）

〒390-0811 松本市中央 1-26-1
TEL 0263－34－5056

URL:http://www.keishindo.net
mail:takamiya@po.mcci.or.jp

定休日：日曜・祝日

田 澤 直 人
武 居 義 幸
石 川 元 也
牧 野 　 昭
務 台 方 彦
小 野 祐 幸
丸 山 治 子
岩 間 勝 敬
河 辺 　 毅
百 瀬 くに江
鴇 沢 房 子
新 井 恒 夫
上 原 邦 雄
丸 山 順 子
矢 田 紀 之
水 谷 高 明

中 條 千穂子
市 川 雅 右
宮 下 僖 子
萩 村 順 三
一之瀬 由 明
塚 原 三千男
小 沢 　 明
山 田 正 義
原 　 幸 明
西 沢 利 彦
中 田 利 正
石 田 昭 義
東 原 　 豊
東 　 孝 二
春 宮 維 夫
百 瀬 鴻 一

百 瀬 勝 男
竹 野 園 麿
望 月 二 郎
山 崎 保 雄
塚 田 雅 明
渡 辺 　 広
百 瀬 幹 雄
川 崎 宏 海
筒 井 敏 行
高 坂 国 男
久保田 昌 利
徳 原 　 武
猿 田 喜 繁
田 尻 　 章
中 井 　 功
倉 沢 達 郎

三代澤 慈 人
米 山 円 司
林 　 嘉 茂
市 川 　 弘
田 中 勇次郎
山 本 靖 弘
土 屋 正 義
小 栗 陸 生
小 口 雅 彦
野 尻 寿 康
塚 原 政 利
百 瀬 英 久
小 松 裟 孝
七 期 会
　 　  （高7回生）
サブロク会

100周年に向けて資料収集にもご協力下さい！
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ふるさと通信ふるさと通信

学習会館「陵友館」
の利用を

平成14年創立80周年記念事業で
建設された「陵友館」は、1階に24
席、2階に28席を要し、冷暖房完備
で、多い時には1日平均20人位あり
ましたが、昨年度から年中無休（年
末年始は除く）で開館するようにな
りました。受験校向けの赤本も揃え、
コピーも学校負担と恵まれており、
大勢の利用が望まれております。
ここ5年間の利用状況を見ますと、

昨年度は、新型コロナウイルス感
染防止のため、5月一杯休校となり
閉館。6月以降はソーシャルディス
タンス確保のため、座席数を半数に
して開館したため、利用者数は減少
した。新年度は、新たにWifiを設置
し、一層の利用を望みます。陵友館
は、運営は学校で、建物の維持管理
は同窓会が負担しております。

今
年
か
ら
広
報
編
集
委
員
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
通
信
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
松
本
の
話
題
や
街
の
変

化
を
会
員
の
皆
さ
ま
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
松
本
市
は
4
月
1
日
、
愛

知
県
一
宮
市
と
共
に
全
国
で
61
番
目

の
中
核
市
と
な
り
ま
し
た
。
中
核
市

は
全
国
で
20
あ
る
政
令
指
定
都
市
に

次
ぐ
都
市
区
分
に
位
置
付
け
ら
れ
る

も
の
で
、
長
野
県
内
で
は
長
野
市
に

次
い
で
2
都
市
目
と
な
り
ま
す
。

松
本
市
で
は
、
平
成
27
年
に
中
核

市
の
指
定
要
件
が「
人
口
30
万
人
」か

ら「
人
口
20
万
人
」に
緩
和
さ
れ
た
の

を
契
機
に
、
平
成
28
年
か
ら
検
討
を

開
始
し
、
移
行
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
昨
年
7
月
に
松
本

市
長
が
総
務
大
臣
に
中
核
市
の
申
し

出
を
行
い
、
10
月
に
中
核
市
と
す
る

政
令
が
閣
議
決
定
さ
れ
正
式
に
移
行

が
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
中
核
市
に
な
る
と
松

本
市
民
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
今
ま
で
長
野
県
が
担
っ
て

い
た
事
務
権
限
が
松
本
市
に
移
り
ま

す
。
福
祉
や
保
健
衛
生
と
い
っ
た
保

健
所
の
業
務
の
ほ
か
、
環
境
や
都
市

計
画
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
約
２

５
０
０
の
事
務
権
限
が
委
譲
さ
れ
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
今
ま
で
県
が
判
断

し
て
き
た
こ
と
を
、
松
本
市
が
判
断

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
権
限
が
増
え

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
松
本
市
の
行
政
機

能
の
強
化
と
共
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
と
期
待
さ

れ
る
も
の
で
す
。
特
に
、
新
た
に
設

置
さ
れ
た
保
健
所
は
、「
健
康
寿
命
延

伸
都
市
の
創
造
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
し
て
掲
げ
、
従
来
、
松
本
市
が

行
っ
て
い
る
子
育
て
支
援
や
健
康
づ

く
り
な
ど
の
業
務
と
県
か
ら
移
譲
さ

れ
た
感
染
症
予
防
や
食
品
衛
生
の
監

視
、
指
導
な
ど
の
業
務
の
窓
口
が
一

元
化
さ
れ
市
民
の
健
康
を
支
え
る
総

合
拠
点
と
な
り
ま
す
。

世
界
中
で
一
日
も
早
い
収
束
を
願

う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
も
今
度
は
松
本
市
保
健
所
の

役
割
で
す
。

市
民
に
と
っ
て
、
身
近
な
市
職
員

が
保
健
所
業
務
に
携
わ
る
こ
と
で
、

相
談
し
や
す
く
利
用
し
や
す
い
施
設

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
と
共
に
、

今
後
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
中

核
市
移
行
が
松
本
市
に
と
っ
て
大
き

な
プ
ラ

ス
に
な

る
こ
と

を
期
待

す
る
も

の
で
す
。

WiFi設置
オンライン授業も
平成29年度から「ふるさと納

税」を基に、普通教室、特別教室、
体育館などすべての部屋にWifiの設
置が進められました。Wifiは、スマ
ホ、パソコン、電子機器等をインタ
ーネットに無線で接続するシステム
です。お蔭さまで、今年はコロナ禍
で休校などの事態から、オンライン
での連絡、リモート授業が行われる
ようになりました。まさに「県陵
ICT」を県下に先駆けて行うことが
できました。県によって設置された
「電子黒板」との併用により、従来
の教室風景が一変いたしました。教
える先生方も、テキストを作り、送
信などが即時に行えます。生徒も課
題に対する解答を返信でき、学校で
は電子黒板に表示した課題で授業が
出来るというものです。
ふるさと納税

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和 2年度

26件

41件

35件

22件

30万円

192.5万円

175.5万円

150.5万円

高
　
回

　前
澤 

弘
一

34

白虹会 　2年　梨本 紗菜

1,862

4,466

2,718

4,209

3,272

276

299

277

285

292

6.7

14.9

9.8

14.7

11.2

利用
延人数 開館日 1日平均

令和
2年度

令和
元年度

平成
30年度

平成
29年度

平成
28年度



2
0
2
0
年
３
月
に
26
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
英
語
科
の
閉
科
に
あ
た
り
、
記
念
誌
を
制

作
い
た
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
懐
か
し
い
写
真
と
、
多
く
の
生
徒
や
歴
代
担
任
の
先
生
方
の
思

い
出
の
文
章
が
満
載
で
す
。
今
回
は
ご
予
約
い
た
だ
い
た
方
の
み
の
部
数
限
定
で
発
行
し
ま
す
。

今
後
増
刷
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
機
会
を
逃
さ
ず
に
ご
予
約
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

申込締切：７月4日（日）
https://forms.gle/tCWoaU37ekDMq9f88

QRコードはこちら→

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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Pass the Baton 2021
高53回（英5期）
田邉　紗也子

開催のお知らせ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
延
期
と
な
っ
て
い
た
英
語
科
同
窓
会
を
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
し
ま
す
。
英
語
科
の
思
い
出
を
共
有
す
る
全
体
会
と
、
Z
o
o
m
の
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト

ル
ー
ム
を
利
用
し
た
ク
ラ
ス
別
懇
親
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

［13：30～16：00］（入退室自由）

7月18日（日）

参加費 無料

全体会：13：30～14：30　
クラス別懇親会：14：30～16：00

▼
▼

日　時

こちらのオンライン申込フォームから
お申し込みください。

申込方法

※お申し込みの方には、オンライン同窓
　会の参加方法を7月15日（木）までに
　kenryoers@gmail.comよりメールで
　お知らせいたします。
　期日までにメールが届かない場合は、
　お手数をおかけいたしますが下記まで
　ご連絡ください。

◉お問い合わせ：英語科同窓会実行委員会 kenryoers@gmail.com 
　詳細は英語科同窓会ブログ（https://erskenryo.blogspot.com）および
　Facebook（https://www.facebook.com/groups/354670928418304/）に掲載いたします。

英 語 科 閉 科 記 念 誌

英語科の思い出をいつまでも!

『Just the Way We Are』
予約受付のご案内

価格 1冊1500円～2000円
（送料込）を予定。

※海外への発送をご希望の場合は個別にご相談ください。

仕様 表紙カラー/本文モノクロ
A4 　96ページ

発行 2021年11月（予定）

ご予約方法
以下のオンラインフォームよりお申
込みください。８月末日締切。
https://forms.gle/i3QvNP383jcosvp67

QRコードはこちら→

8月末に注文部数を確定し、販売価格を決定し
ます。価格決定次第メールにてお知らせします
ので、期日までに下記口座にお振込ください。

◉
お
支
払
い
方
法

八十二銀行　浅間温泉支店
普通預金 324410
口座名義　県陵英語科閉科記念誌
代表　赤羽紗也子

県陵英語科 オンライン同窓会

小澤　岳志（高38回）
日下部　暢（高41回）

〒390-0815　松本市深志3-7-43
TEL：0263-32-6310　FAX：0263-32-7350

https://baifukaku.jp

ビルから住宅まで、解体工事なら何でもおまかせ下さい!

TEL 0263-25-9201
〒390-0835　松本市高宮東3番35号

株式会社みすず建設
代表取締役　山﨑公郁（高34回）
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令和2年度　事業報告・決算報告

科　　目 当 年 度 前 年 度 増　減

　　　　　

正味財産増減計算書
（単位：円）

⒈重要な会計方針
　⑴固定資産の減価償却の方法
　　建物

　⑵消費税等の会計処理
　　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。
⒉基本財産及び特定資産の増減額及びその残高　　　　　　　　

平成 19 年 4 月 1 日以後事業の用に供した減価償却資産に係る定額法
新会計基準（平成 16 年改正基準）適用初年度の期首の帳簿価額を取得
価額とみなし、適用初年度から実施することとした。
この減価償却を実施するに際して適用する耐用年数は、新規に取得
した場合の耐用年数から経過年数を控除した年数によっている。

科　 目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産

　土　　　地
　　　　　　 小　計
特定資産
　奨学資金引当預金
　減価償却引当預金
　奨学資金貸付金
　　　　　　 小　計
　　　　　　 合　計

（単位：円）

（注）※1　土地の当期増加額は、固定資産税評価額における評価益の計上額である。

令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

財務諸表に対する注記

正味財産増減計算書
（単位：円）令和2年4月1日から令和3年3月31日まで

支出の部 収入の部

科　目

　資産合計

金　額 科　目 金　額

貸借対照表
母校創立100周年記念事業　特別会計

（単位：円）令和3年3月31日現在
資産の部 負債の部

正味財産の部

科　目 金　額 科　目 金　額
経常費用
　事業費
  　通信運搬費
  　消 耗 品 費
  　印刷製本費
  　会 議 費
  　雑　　　費
  当期経常費用計
過年度費用
   過年度費用計
　　費用合計
　　収支差額　
　　合　　計

経常収益
寄付金収入等
　一般寄付金収益
　雑収益

  当期経常収益計
過年度収益
　過年度収益計
　　収益合計

　　合　　計

令和 3年 5月 15 日

（単位：円）
科       目 当 年 度 前 年 度 増　減

　負債・正味財産合計

2,671,075
2,671,075
29,409,073

26,359,748
26,359,748

16,107,723
22,456,387
26,158,000
64,722,110
91,081,858

※1
836,741
836,741

4,741
1,870,590
3,000,000
4,875,331
5,712,072

0
0

0
0

5,318,000
5,318,000
5,318,000

27,196,489
27,196,489

16,112,464
24,326,977
23,840,000
64,279,441
91,475,930

5,708
644,000

10,335,800
10,437,000
523,000

0
254,828

22,200,336

22,344,526
3,366,716
25,711,242
△ 3,510,906

0
836,741
836,741

0
0

836,741
△ 2,674,165
153,673,384
150,999,219

0
150,999,219

10,410
644,000
7,403,833
63,650
368,500
1,847,000
290,859

10,628,252

6,902,270
6,432,620
13,334,890
△ 2,706,638

11,610,587

11,610,587

8,945,000
8,945,000
2,665,587
△ 41,051
153,714,435
153,673,384

0
153,673,384

△ 4,702
0

2,931,967
10,373,350
154,500

△ 1,847,000
△ 36,031
11,572,084

15,442,256
△ 3,065,904
12,376,352
△ 804,268

△ 11,610,587
836,741

△ 10,773,846

△ 8,945,000
△ 8,945,000
△ 1,828,846
△ 2,633,114
△ 41,051

△ 2,674,165
0

△ 2,674,165

１．令和2年度通常総会
　　　日　時　令和2年6月6日（土）午後5時から5時30分
　　　場　所　松本県ケ丘高校同窓会館　2階 大会議室
　　　　　　　来賓　0名、出席者1011名
　　　　　　　事業報告・計画、決算・予算他、
　　　　　　　コロナ感染防止のため、委任状による総会とする。
　　　　　　　終了後の懇親会（担当高48回生）も行わず
２．育英奨学金の貸与および返還事務
　　　2年度貸与者　　　継続　4名・新規　1名
　　　2年度返済者　　　返済　22名　うち　2名完済、1名猶予
３．母校への教育助成　  100万円
　　　新入生（CD）、卒業生（印鑑）へ記念品贈呈
４．母校教育改革への支援
      　県陵の学びを支援する会への協力、ふるさと納税の促進、
　　　空調設備設置支援（理科棟6室）
５．同窓会費納入の促進
　　　会費納入依頼も通常の依頼のみに終わる
６．同窓会会員録の編纂、発行
      　2020年版会員録の発行、2,028部　8月7日発送
７．母校愛のリレー　令和2年4月25日（土）　高42回生（あがた42会）　
　　　コロナ感染防止のため行わず、9月30日（水）に記念品贈呈のみを行う
８．「同窓会報」第38号発行　　
　　　発行日　5月15日　発行部数　22,500部、ホームページにも掲載
９．学校・同窓会・PTA連絡協議会の開催　5月予定も行わず
10.  同窓会及び年次の活性化　
　　　不活発年次へのてこ入れ浸透せず、次年度に引き継ぐ
11,  支部組織の育成・強化
　　　5月波田支部予定もコロナで中止、他の支部も行わず
　　　東京同窓会、関西同窓会、長野地区県陵会も行わず
12,  学校創立100周年記念事業の集約
　　　記念式典　令和5年9月30日（土）、全体計画、
　　　募金計画の検討もコロナで充分審議未了
13,  各種団体連絡会の推進
　　　第27回県陵新年会（県陵成人式）令和3年1月3日（日）午後1時から、
　　　コロナ感染防止のため、オンラインでテレビ松本スタジオにて実施、
　　　YouTubeにて全世界に発信、zoom参加者17名と初の試みは好評、
　　　県陵成人式も第７１回生を代表２名迎え行う
14,  第18回県陵親睦ゴルフコンペへの協力
　　　5月16日（土）前夜祭、5月17日（日）予定もコロナ感染防止のため中止
15,  ホームページの更新業務
　　　メールアドレスinfo@kenryo.org
　　　ホームページhttp://kenryo.org/
16,  同窓会館・陵友館の運営および維持管理
　　　陵友館利用　延1,862人、開館日は年中無休（年末年始のみ除く）となる
　　　　　　　　　新型コロナウィルス感染防止の為4/9～5/31閉館
　　　　　　　　　6月より座席数を半数にした
　　防災訓練　10月23日（金）16時　芳川消防署署員立会い実施

１流動資産
　　現金預金
　　一般会計立替金
２固定資産
（1）その他固定資産
　　定期預金
　　土　　地

3,277,158
1,207,200

5,009,467
19,915,248
29,409,073

流動負債
　一般会計より繰入負債
　
　負債合計

26,737,998

26,737,998

正味財産
　正味財産合計

18,994
24,659
107,020
54,762
1,945

207,380

1,733,712
1,941,092
2,671,075
4,612,167

1,686,500
10,097

1,696,597

2,915,570
4,612,167

4,612,167

Ⅰ 一般正味財産増減の部    
　1 経常増減の部   
　（1）経常収益  
　　　①特定資産運用益 
　　　②受取入会金 
　　　③受取会費 
　　　④事業収益 
　　　⑤受取寄付金 
　　　⑥総会・懇親会収入 
　　　⑦雑収益 
　　　　　経常収益計
　（2）経常費用  
　　　①事業費 
　　　②管理費 
　　　　　経常費用計
　　　　　当期経常増減額
　2 経常外増減の部    
　（1）経常外収益  
　　　①土地売却収入益
　　　②固定資産評価益
　　　　　経常外収益計
　（2）経常外費用 
　　　①土地売却原価
　　　　経常外費用計
　　　　当期経常外増減額
　　　　当期一般正味財産増減額
　　　　一般正味財産期首残高
　　　　一般正味財産期末残高
Ⅱ 指定正味財産増減の部    
Ⅲ 正味財産期末残高    

Ⅰ 資産の部
　　1. 流動資産
　　　　現金預金
　　　　会員録仮払金
　　　　　流動資産合計
　　2. 固定資産
　　（1）基本財産
　　（2）特定資産
　　（3）その他固定資産
　　　　　固定資産合計
　　　　　資産合計
Ⅱ 負債の部
　　　100周年特別会計仮受金
　　　会員録仮受金
　　　　　負債合計
Ⅲ 正味財産の部
　　1. 一般正味財産
　　　（うち基本財産への充当額） 
　　　（うち特定資産への充当額） 
　　　　　正味財産合計
　　　　　負債及び正味財産合計

22,980,344
0

22,980,344

27,196,489
64,279,441
37,750,145
129,226,075
152,206,419

1,207,200
0

1,207,200

150,999,219
（27,196,489）
（64,279,441）
150,999,219
152,206,419

32,833,344
937,199

33,770,543

26,359,748
64,722,110
39,609,683
130,691,541
164,462,084

1,207,200
9,581,500
10,788,700

153,673,384
（26,359,748）
（64,722,110）
153,673,384
164,462,084

△ 9,853,000
△ 937,199

△ 10,790,199

836,741
△ 442,669
△ 1,859,538
△ 1,465,466
△ 12,255,665

0
△ 9,581,500
△ 9,581,500

△ 2,674,165
0

△ 2,130,997
△ 2,674,165
△ 12,255,665

貸借対照表
令和3年3月31日現在
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編
　
集
　
後
　
記

１
面
の
望
月
同
窓
会
長
が
紹
介
し
て
い

る
母
校
の
活
躍
、
こ
の
他
に
も
メ
デ
ィ
ア

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
取
り
組
み
は
多
い

▼
海
外
留
学
経
験
の
あ
る
高
校
生
有
志
に

よ
る「
信
州
つ
ば
さ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」メ
ン

バ
ー
と
本
同
窓
会
は
、
飲
料
の
自
動
販
売

機
を
設
置
し
た
。
高
校
生
の
海
外
留
学
支

援
を
目
的
と
し
た
自
販
機
設
置
は
県
内
初

の
試
み
だ
▼
体
育
の
授
業
の
着
替
え
に
使

わ
れ
る
男
女
別
更
衣
室
に
、
生
徒
の
提
案

で「
個
室
」が
設
け
ら
れ
た
。
性
的
少
数
者

が
視
線
を
気
に
せ
ず
更
衣
で
き
る
よ
う
、

一
部
を
カ
ー
テ
ン
で
区
切
る
よ
う
に
生
徒

が
設
計
し
施
工
さ
れ
た
▼
小
さ
な
気
づ
き

を
改
善
の
結
果
に
昇
華
さ
せ
る
計
画
性
と

実
行
力
は
、
間
違
い
な
く
現
役
の
縣
陵
生

に
備
わ
っ
て
い
る
。
先
月
一
年
生
は
地
元

の
魅
力
と
課
題
を
探
る
た
め
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
今
後
の
授
業
に
生

か
す
と
い
う
▼
同
窓
会
は
母
校
の
学
習
環

境
整
備
の
た
め
に
、
同
窓
会
費
か
ら
毎
年

1
0
0
万
円
を
寄
贈
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
施
し
て
い
る
。
た
く
ま
し
く
育
ち
、
学
び

舎
を
巣
立
っ
て
い
く
子
ら
の
未
来
は
明
る
い

（
編
集
長
　
笠
原  

伸
二
）

◇訃報◇ 　ご冥福をお祈りいたします （令和3年 4月26日連絡分までを掲載）敬称略

　　　

【 広　報　部 】

広報部長
広報副部長
広報部員
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃
　 〃

笠原　伸二（高30回）
遠藤　久芳（高19回）
宮澤　　郁（高28回）
西森　尚己（高31回）
高木　和久（高33回）
前澤　弘一（高34回）
相野田　透（高36回）
淺川　貴央（高41回）
小澤　英俊（高43回）

１．　令和3年度通常総会
　　　日　時　令和3年6月19日（土）午後1時30分から
　　　場　所　松本勤労者福祉センター 大会議室
　　　　　　　事業報告・計画、決算・予算・役員改選他
　　　終了後　懇親会（担当高48回生）は、中止
２．　育英奨学金の貸与および返還事務
　　　3年度貸与者　継続　4名・新規　3名（選考委員会令和3年3月25日）
　　　　　　　　　返済予定者　19名（うち猶予者1名、新規1名）
３．　母校への教育助成　　　210万円
　　　新入生（徽章）、卒業生（印鑑）への記念品贈呈
４．　母校教育振興への支援
      　県陵の学びを支援する会への協力、ふるさと納税の促進、空調設備設置支援
５．　同窓会費納入の促進
　　　会費自動振替の推進、会費納入増加対策（各年次100名以上）
　　　インターネットバンキングの活用推進
６．　学校創立100周年記念事業
　　　記念式典　令和5年9月30日（土）
　　　学校・PTAとの実行委員会結成、趣意書の発送

７．　 母校愛のリレー　　令和3年4月24日（土） 高43回生 ※順延　　　　　　　　　　　   　　
８．　 「同窓会報」第39号発行　　発行日　5月15日　発行部数　22,000部
９．　 学校・同窓会・PTA連絡協議会の開催
10．　同窓会及び年次の活性化
　　　若手年次・OB会への組織強化、助成金の支援、英語科同窓会の支援
11．　支部組織の育成・強化
12．　各種団体連絡会の推進
　　　第28回県陵新年会（県陵成人式）
　　　令和4年1月3日（月） 午後1時から
　　　場所 ホテルブエナビスタ3階　　　　　　　
13．　第19回県陵親睦ゴルフコンペへの協力
　　　令和3年5月16（日）、17（月）　浅間カントリーCC
14．　ホームページの運用
　　　メールアドレスinfo@kenryo.org
　　　ホームページhttp://kenryo.org/
15．　同窓会館・陵友館の運営および維持管理
　　　Wi-Fiの設置、会館2階疊、襖、障子の張り替え、
　　　防災訓練の実施10月

〔15〕　 令和 3年 5月 15 日

百 瀬 栄 太
吉 澤 英 輝
荒 井 曻 一
嶋 崎 　 尚
茅 野 和 男
巣 山 正 春
山 岸 徳 治
小 林 繁 人
藤 森 喜 雄
向 山 四 郎
渋 谷 大八郎
三 澤 隆 行
上 條 　 宏
早 川 伝 雄
大 月 久 利
丹 羽 　 彬
宮 下 一 夫
青 山 喬 視
犬 飼 　 剛
野 村 和 夫
前 田 芳 郎
青 木 　 清
二 村 幹 男
柳 澤 慶 三
洞 澤 　 茂
古 田 稔 茲
赤 羽 久 輝
市 川 　 満

旧職
旧職
旧職
旧職
旧職
旧職
旧職
旧職
旧職
旧職
旧職
中6
中8
中9
中13
中14
中14
中15
中15
中16
中16
中17
中17
中17
中17
中17
中18-5
中18-5

第 39 号

「
佐
藤 

彦
雄
君
を
悼
む
」

佐
藤
君
は
わ
れ
ら
二
八
会（
5
回
卒
）

の
会
長
と
し
て
常
に
母
校
1
0
0
周
年

記
念
、
丁
度
会
員
が
88
才
米
寿
を
迎
え

る
祝
賀
ま
で
は
元
気
で
迎
え
ら
れ
る
よ

う
何
と
し
て
も
頑
張
ろ
う
と
云
っ
て
お

り
会
員
の
合
言
葉
で
あ
っ
た
の
に
、
4

月
13
日
突
如
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。
悲
し

い
寂
し
い
別
れ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
佐
藤
君
は
県
陵
卒
業
後
教
諭
の
道

を
歩
ま
れ
最
後
は
県
ヶ
丘
高
校
長
と
し

て
当
時
の
英
語
科
設
立
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
27
年
有
賀
正
前
同
窓
会
長
の
後

任
と
し
て
同
窓
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

県
陵
創
立
1
0
0
周
年
の
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
年
、
母
校
教
育
改
革
へ
の
支
援
、

同
窓
会
活
性
化
、
特
に
年
会
費
納
入
の

促
進
、
支
部
活
動
の
強
化
等
々
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

新
企
画
と
し
て
県
陵
新
年
会
に
県
陵

成
人
式
を
導
入
、
若
い
会
員
に
同
窓
会

の
魅
力
と
若
い
活
躍
の
期
待
を
計
っ
た
。

二
八
会
の
会
長
と
し
て
も
会
員
の
親

睦
、
友
愛
、
連
携
を
高
め
る
一
策
と
し

て
「
二
八
会
だ
よ
り
」
の
発
刊
は
会
長

の
発
案
で
あ
り
、
君
の
残
し
た
大
き
な

功
績
で
す
。

高
5
回
卒 

二
八
会

　塩
原 

秀
男

丸 山 　 廣
岡 崎 昭 典
塩 原 慎次朗
能 勢 忠 明
小 林 春 彦
滝 澤 秀 好
木 村 智 俊
中 門 利 幸
花 村 幸 雄
若 宮 昭 三
牛 越 栄 吉
鍵 田 幸 夫
耳 塚 克 政
佐 藤 　 孝
佐 藤 一 夫
小 林 　 尹
柳 澤 竹 男
上 條 　 豊
石 井 　 基
荒 井 睦 海
赤 津 　 宏
山 田 忠 男
山 村 和 夫
笛 田 榮 一
竹 内 　 研
三 村 　 靖
深 沢 伯 英
原 　 幸 平

中18-5
中18-4
中18-4
中18-4
中18-4
中19
中20
中20
中20
中20
中21
中21
中21
高1
高1
高1
高1
高1
高2
高2
高2
高2
高3
高3
高3
高3
高3
高3

川 岸 純 久
上 条 昌 樹
横 林 宗 平
田 中 昭 寿
土 光 哲 夫
務 台 賢 吉
小 林 武 彦
宮 川 侑 雄
加 藤 俊 也
斎 藤 光 敏
宮 崎 幸 教
佐 藤 彦 雄
山 本 一 彦
三 村 和 也
草 間 三重子
吉 江 　 湊
百 瀬 洋 夫
伊 藤 貞 人
倉 澤 保 文
小 松 章 二
百 瀬 　 永
北 原 　 明
永 岩 修 一
折 井 政 恭
宮 澤 　 正
米 窪 善 昭
勝 山 吉 一
山 田 研 一

高3
高4
高4
高4
高4
高4
高5
高5
高5
高5
高5
高5
高6
高6
高6
高6
高6
高6
高6
高7
高7
高7
高7
高7
高7
高7
高7
高7

塩 原 　 汎
矢 口 哲 男
小 林 敏 人
小 松 義 治
大久保 圭 崇
中 原 芳 明
金 井 邦 美
酒 井 　 深 　
関 口 卓 宏
桜 井 圭 子
平 林 克 巳
山 崎 友 女
関 　 　 功
小 川 　 健
高 橋 秀 明
深 澤 由 雄
永 岩 郁 雄
松 井 忠 雄
赤 羽 喜 文
中 島 培 夫
小 穴 　 勝
松 澤 好 夫
藤 森 紀 行
大 蔦 廣 道
児 玉 　 祥
米久保 宏 一
吉 江 慈 子
小 林 行 雄

高7
高7
高8
高8
高8
高8
高8
高8
高9
高9
高9
高9
高10
高10
高10
高10
高10
高10
高11
高11
高11
高11
高11
高12
高12
高12
高12
高12

太 田 捷 也
渡 辺 正 昭
中 村 茂 秀
萩野下 　 学
等々力 　 勝
堀 尾 和 彦
安 藤 正 典
吉 元 　 毅
臼 井 寿 浩
北 野 多美子
久保田 秀 男
中 島 憲 登
横 山 繁太郎
新 井 典 夫
有 賀 　 通
飯 田 善 規
深 沢 勝 彦
石曽根 英 高
平 林 健 弘
新 井 由 文
宮 沢 　 清
臼 井 隆 昭
田 中 慎 二
田 中 啓 介
市 川 　 謙
塚 田 秀 文
吉 田 午 郎
太 田 　 翔

高13
高13
高13
高13通
高14
高14
高14
高15
高15
高17
高17
高18
高19
高21
高21
高22
高25
高28
高28
高28
高31
高31
高33
高41
高49
高51
高56
高67

白虹会
2年 及川 晃行
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「縣陵新年会をオンラインで開催」
企画部長　高26回  柏澤 由紀一

縣陵同窓会は、コロナ禍で一旦中止と
なった「新年会」を令和3年1月3日午後
1時からオンラインで開催しました。新
しい時代のページを開く、快挙だったと
思います。
在校生が縣陵祭をオンラインで開催し
て、全国から注目されたことに刺激され、
そして何より、高29回須崎修さん率い
るテレビ松本の全面協力があって実現し
ました。

メイン会場のテレ松で参加いただいた
望月雄内同窓会長、杉村修一学校長、会
員代表の田中鈴生さん(高20回)、米久保
真由美さん(高29回)と全国、そして海外
中国、ミャンマーを結びました。
縣陵成人式には内田佑香さん、上條将
輝さんが代表出席。母校愛のリレーのタ
スキの引き継ぎ、コロナ禍での授業や縣
陵祭の映像と、驚きと感動の連続でした。
新年会は、同日YouTubeで配信され、

1月10日には午後7時からテレビ松本の
番組としても放映されましたYouTube
での視聴者は、1月末で1,000回に達し
ました。
今回のチャレンジは、100周年の記念
式典や今後の同窓会活動の新たな展開、
可能性を示唆するものとなりました。
百聞は一見にしかず。同窓会ホームペ
ージから当日の様子をぜひご覧ください。

県陵新年会 報告県陵新年会 報告

★ 新年会費（原則前納制）● 一般会員 6,000円  ● 学生 3,000円13:00～（3F グランデ）

女性女性

神様神様

飲む飲む

先輩蔵元御寄贈
ふるまい酒ご用意!!

ブエナ特製
スイーツコーナー
あります!!

新年恒例福引き
先輩宮司から縁起物
プレゼントします!!

県 新年会陵県 新年会陵
令
和
 
年
4

令
和
 
年
4

令和 3年 5月 15 日

総会・懇親会 中止のお知らせ
第36回 縣陵関西同窓会第36回 縣陵関西同窓会

■日時：2021年 6月12日（土）［12：30～16：00］
■会場：アルカディア市ヶ谷（私学会館）
　　　　3階 富士の間

東京都千代田区九段北4-2-25
TEL:03-3261-9921

■日　時：
　令和3年7月10日（第2土曜日）12：30～

令和4年1月3日(月)

次次
回回
予予
告告

県陵成人式
72回生（令和2年3月卒）
同窓生みんなで
お祝いします!!

新春賀詞交歓会
県陵生はこの日から
1年が始まる!

第28回

集れま!!

10
月
23
日
同
窓
会
館
で
初
の
防
災
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
1
階
台
所
か
ら
出
火
し
て
、

ボ
ヤ
に
な
っ
た
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
で
、

消
火
訓
練
、
通
報
訓
練
、
避
難
訓
練
3
つ
の

訓
練
を
し
ま
し
た
。
芳
川
消
防
署
員
も
立
ち

会
い
、
整
然
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
終
了
後
、

2
階
の
避
難
は
し
ご
の
点
検
、
消
火
栓
の
取

扱
い
、
水
を
使
っ
た
消
火
器
の
放
水
訓
練
も

行
い
ま
し
た
。

今
後
毎
年

実
施
す
る
よ

う
指
示
を
い

た
だ
き
ま
し

た
。 初

の
防
災
訓
練

同
窓
会
で
は
、
事
業
内
容
や
同
窓
生
の
活

躍
し
て
い
る
様
子
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
H
P
）、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク（
F
B
）に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
年
次
の
同
期
会
、
支
部
会
や
ク
ラ
ブ
の

O
B
会
な
ど
の
集
ま
り
も
紹
介
を
い
た
し
ま

す
の
で
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

H
P・F
B
を
活
用
く
だ
さ
い
。

第54回 松本県ヶ丘高等学校
東京同窓会  総会・懇親会のご案内

第54回 松本県ヶ丘高等学校
東京同窓会  総会・懇親会のご案内

※今回はコロナ感染拡大防止のため、参加人数を役員を中心に約50名に制限し開催します。
※Zoomを使用しコロナ感染拡大防止に十分配慮しますが、今後の状況によっては人数制限
　をさらに行う場合や中止の場合もあります。

■Zoomはアルカディア市ヶ谷を拠点にテレビ松本
　や信州屋他、関西同窓会、上海等海外、都内会場、
　東北、北海道など20箇所。
■槍ヶ岳、ふるさと安曇野、松本平、県陵母校の中継。
■生徒達の活躍を紹介。
■東京同窓会過去放映DVDを再放映。

大阪府・京都府・兵庫県の「非常事態宣言」（4月25日
～5月11日)発出により　5月・6月の状況も不安のた
め中止決定となりました。
会員の皆様には、後日「中止決定のお知らせ」・R2年
度の事業報告・会計報告・R3年事業計画（案）をお送
り致しますので、ご了承お願い申し上げます。

高18回卒　田中　までお願い致します。
　 ℡：090-3845-6849
　 Mail：s.tanaka-noko@ezweb.ne.jp

■ 尚、ご意見ご質問当ございましたら

ホームページ

フェイスブック

総会・懇親会を　　　　　 で中継 !
全国の東京同窓会会員も視聴可能 !!

によるZoomによるZoomによるZoom

（JR/地下鉄市ヶ谷駅から靖国通りを靖国神社方面へ徒歩徒歩2分）

・・・・・・・・・・・・・


